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第二号螢行 に よぜて

第二号を磯行することになつた。第一号はいろいろの事情から昭和26年10月 、年の牛ばに刊行した

のでこんどはそれ以後昭和27年12月迄の事績をまとめることにした。向後は年々1月 から12月 li乞の業

績を牧録すべきだと思ふ。

私が研究所にきてからようやく一年牛になるが行政
'1:墨

理や地方財政の緊迫のために研究所の整備も

なかなか容易でない。幸に私共の所では従来多少の基礎があり叉大學の各學部からの人材も得やすい

態勢にあるから研究所の目的に叶ふような本格的の強化もやらうと思へば出来る筈である。私の短い

経験でも私共の仕事を活渡におしすすめるためには、かたよらない各方面のェキスパートの力を必要

とすることを痛感させられ る。 それだけに研究所の仕事の内容に封してまだまだ一般の開心がきわ

めてうすいことは遺憾である。しかし行政営局や一般公衆は別としても學間なり研究なりによつてつ

ながつてゐる各方面の員の理
'1:準

をかちうるためにはやはり私共の費力によるほかなく、そのためには

ひとり私だけでなく現在研究所に関係してゐるすべての入達又落末此所にこられる人il韮にも研究所の

性格や行き方を正しく認識していただきたいものだと思ふ。

牛の歩みのようではあるが少しづつ私共の力で石をつみあげながら、ゆるぎない塔を持末は必すう

ちたてようとつとめているのが私共の現在の姿である。その積 りでこの抄鋒集 も日を,1菫 していただき

たい。

Hfi {,ri t7 Gi,^t z fl

小 野 蘇 牧



昭和26年度
豫 算 額

日蘇 1127年度
豫 蚤1 額

■■|■

目

入

費

科

衛 生 研 究 所 費

3。 7oO。 000

500。 000

2。 476。 100

歳  出

昭和26′ ili度

豫 算 額

6.676。 100

562。 800

1.742.400

162.900

1。 296。 300

80.00o

826.Oo0

305.90(1

10.o00

315。 000

276.Oo0

25。 100

86.000

168。 000

・ 508.500

310。 000

1。 200

34。 513。 7oo

420。 000

3.709.500

8.643.200

1。 419。 000

11759。 200

276。 200

2。 150。 200

42。 500

916。 000

360。 000

10。 000

400。 000

334。 000

31.500

196。 000

186.600

202。 000

360。 000

ワクチン賣携代金

備 考

吏

給

旗

職

賃

清

員    給

料

費

員  手  富

金

耗  品  費

料   :費

糧   費

搬

材   料

水

嫌諧
　
・口ｍ

険

I、條 例 及びその他の規 定

′rガエ■97イrl日 19日 ヽ
幅岡縣衛生研究所手数料條例の一部を改正する條例  t話筒蔵蘭耀J援リ

幅岡縣衛生研究所手数料條例 (昭和24年雨岡夕1課條例第76琥 )の一部を次のょうに改正する。

昭和271:「・ξ
豫 算 額

1 、昭和;'年度事業歳入歳出豫算

科

歳  入

備 考

」



,

第 2條を次のように改める。           「1   1〕
ヽ

第 2條 手数料は「健康保険法及船員保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法」 (昭和18年厚生省告示第66沈 )に より算定 した額の 10o分の80と する。但 し、左に掲げる場合の料金は、次の通 りとする。

10‐ 寄生虫検杏 (集卵法 )、
2.殺 虫殺鼠殺菌剤等の効力試験
3.化 學 的 試 験
(イ )讐 薬品の薬用適否試験         レ
(口 )飲 食物、飲食用器具著色料
化粧品の衛生上適否試験         〃

(ハ )酒 類及酢の定量分析           ″
(二 )バ ン、菓子、砂清、蜜、水飴類の定量分析 〃
(ホ )醤 油及び味喘類の定量分析        〃
(へ )肉 類及肉製品の定量分析         〃
(卜 )石 鹸類の定量分析            〃
(チ )温 泉及鑽泉の療養適否試験        〃
(り )温 泉法施行規則に基 く温泉の定量分析   〃
(ヌ )下 水及び排水の試験           〃
(ル )飲 食物嗜好品中の人工甘味料及び ヽ
保存料並びに漂白料の定性分析    1成 分につき(フ )飲 食物嗜好品中の人工甘味料及び
保存料並びに漂白料の定量分析      〃(フ )食 用油脂 パヽタ¨、人造パタ_、 乳製品等の衛生上適否試験          1件 につき(力 )ア ルコール飲料中のメタノール試験    〃

(ヨ )水 及氷雪の飲料適否試織化學的試験    ″4.ァ」く食品等の細菌學的検杏            〃
2・ 基氣及瓦斯灯製造品又は天然産物若 しくは前項第3沈の物品の含又は一成分以上を指定 して試験を依頼する者は定性分林にあつて成分を捨すごとに金40円を、定量分析にあつては一成分につき金とに金70円 を徴牧する。
附  貝U
この僚例は公布の日から施行する。

I昭和26年検査一覧表
( WfinzGSr E ^, tz1 )

検 査 種 目
綿 槍 査 件 数 陽性叉Iミは不通件敷

1件につき

〃

30451

26661

32

30円

10000円

400円

300円

400円

400円

600円

400円

400円

500円

5。 000円

600円

100FI]

200円

400円

200円

200円

200円

有成分の うち特に一成分

は一成分につ き金 70円 ―・

140円 、一成分を増すご

赤 痢 菌 屈 槍 査
サ ルモ ネ ラ菌屡誌錨壺
コ レ ラ 菌 検 査

-2-

糞 使 培 養 槍 査



′
Iヽ

淋 菌 検 査

結 核 菌 検 査

嚢疹チフス畿疹熱補体結合反應

日 本 踏 炎 補 体結 合反 應

寄 生 虫 検 査

虫回

鍋

吸

其

薬 剤 効 力 試 験

梅 毒 血 液 検 査 雄

57144

・５

・４

・４

４４

13´

4

17

０・４
鯉
０
・・。
７２８

・９

・９

・９

・９

・９

５３

２１

％

般

婦

虫

虫

虫

他

計
Ｊ
４

一柴

ク
　
ク毒

計

虫

虫

清菌

小

駆

殺

殺

８０

３９

４

２３

どヽ 計

水 質 検 査

食 中 毒 検 査

飲 食 品 検 査

計

ア イ ス キ ヤ ン デ ー

共    ノ   '他

小    計

詰

水

乳

品

料飲

　

製

存

罐

保

牛

乳

０

４

９‐

８

井

水

養 検 査

反應検査
ツクス反

血 液 胆 汁 培

ウ イ ダ ー ル
フイル フエ リ
應検査
どヽ

査

査

検

　

計

検

ｔ

鏡

養

色

　

小

染

培

５９

Ｚ

８８

査

査

検

　

計

検

検

鏡

養

色

　

小

染

培

88

水

水

他

水

井

共

道

小 計

血 液 検 査

10

(細

ｉ３

　

８

　

２

　

３

顕

鋤
　
　
６２

２４

４

”

％
　
２

水

水

２９

７４

“

25

8092

60o4

14096

３

８

２２

Ｉ４

３８６

ｄ

４９４
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道



(化

水  質  検  査

環 境 衛 生 検 査

磐 薬 品 試 験

マ黍加 物 製 品 検 査

添 加 物 牧 去 検 査

(飲 料水 以 外のもの)

(一般化學分林

井戸水 く酒 適 用 水

▲

「

イラー用水

坑dll‖レ學分析
ボー1アプ
・
戸水の ク

鑽泉の療養適否試験

蒸溜水 の化 學 分 繹

dヽ       計ト

生に開するも

水質汚濁に開するもの

下 水 検 査

小  計 ´

ア  ス ピ rリ  ン
オ キ ン ド _ル
タ レ ゾ _ル 石 鹸 液
ガ
.    

―     ゼ
解    熱    剤
サルフアダイアジン錠

サ ン ト ニ ン 製 剤

清 毒 用 ア ル コ _ル
ビ タ ミ ン‐31錠
ブ ド ウ 精 注 射 液

覺   醒   剤
どヽ      ::「

t

285

5。 013

味

帳
構
色

調

膨

着

２

０

１

２

１

１

２

１

３

２

４

９

５

２

３

４

１

５

２

１

３

６

６４

９６

料

剤

料

計どヽ

79985

‐
０

４

９
゛

ぼ

％

１５

１

４０

調   味   料

醤        油

米 軍 携 下 食 料

ア ル コ _ル 飲 料

其    の   他
どヽ      諸ト

-4-

絡
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検

昭和27年検査一覧表

(昭和27年 :月 ～i2月 )

検

査 種 目

４６

凛
一
４４

凛

数

3

0

2169

′

0
0

ｎ

”

”

結 核 菌 検 査

淋 菌 検 査

憂参チフス補体結合反應検査

日本 際 炎 補 体結 合反 應

寄 生 虫 検 査

梅 毒 血 液 機 査

絡 1〕翁 査 件 敷

赤 痢 菌 周 検 :査

サ ル モ ネ ラ菌震検査

コ ン ラ 菌 検 査

どヽ    計

38818

31571

0

7o389

血 波 謄 汁 培 養 槍 査

反應検査
ツクス反 _

ウ イ ダ ー ル
フイル フエ リ

應槍査
どヽ

染 色 鏡 検 検 査

培  ・養  検  査
小    計

％

２０

４５

348

1511

1.851

査

査

検

　

計

＾
駅

槍

ヵ

鏡

養

，

色
　
、
小

染

培

139

虫

虫

マ

虫

他

卜

吸

ス

血

ヂ

住

臓

本

畑

舗
肝

日
共
イヽ

葵

ク
　
ク

計

圭母

虫

虫

湾菌

小

駆

殺

殺

帰  徹  頼雄

一
　

・
計

般   ク

6699

5014

11713

水 質 検 査

-5¨一

糞 便 培 養 槍 査

im液 槍 査

葉 剤 効 力 試 験

陽性叉は不適件敷

'」

J

井

劇L

どヽ      言ト

側
９６．
３９５′―

「

１８

１８

１

誌

道 水

水

他
Ｊ
４

７１

ク

ク

ク

″

７１

８

２

１

・

１

３

　

１２

　

５

　

　

・

１

７

　

９
０

　

　

・１

食 虫 毒 検 査



罐

保

牛

山

牛

人

乳

ア

共

５９

・劉

”

４

２８

２

５

躍

％

・９９

清

保

製

ィ ス キ ヤ ン デ

ノ

小 、 計

羊

０

７

９

８

２

７

２

３

一４

　

・
０

５

１

　

　

　

　

１

　

　

　

５

１

・Ｃ

清
保

飲 食 品 検 査

還 境 ノ 細 薗學的検査

(飲

井 ７７
　
　
”

％

水

水

道

の

水 質 試 験
(化    學)

194
料水。以 外 の も

小    計

環 境 衛 生 試 験

添 加 物 製 品 検 査

１

２

３

０

６

１

０

１

０

　

４７

料

剤

料

味

脹

色

甘

膨

着

言十

-6-

公 衆 浴 場 調 査

坑 内汚濁 水 質 試 験

居 殺 場 排 水 調 査

水 槽 便 所 浄化槽調査

オムス式汚水虎理槽調査

小    計

４

５

６

１

５

４

２

２

２

　

Ｇ

ｌ

ｌ

　

２

１

　

　

　

　

・０

ア  ル  コ  _  タレ

衛 生 家 庭 綿

朧酸 エ フエドリン錠

ク レ ォ ソ ー ト油

タ レゾ ー ル石 鹸 液

サ ン ト ニ ン 製 剤

清 毒 用 ア ル コー ル

純 ア ル コ ー ル

腕      月旨      綿
De De T製 剤

フ エ ナ セ チ ン

プ ド ウ 糖 注
覺   醒   剤

サ  ′ツ リ  ン
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A

1.殺菌消毒薬効力試験

昭和26年に於ける殺菌沿毒葉の依頼件数は18件でその成分による内詳は次亜霊素酸ゾーダ製剤 (合

成食品添加剤 )9件 、ォルゾヂクロールベンゾールを主成分とするもの 8件、共の他 1件であつた。

昭和27年に於ける殺菌潜毒薬の依 ri:負件数は33件で、その成分による内詳は次亜壼素酸ゾーダ製剤 (

合成食品添加剤 )3件 、オルゾヂクーロ
ベンゾールを主成分とするもの24件フラスキン素製剤 1件、B

.IIo C i製剤4件、其の他 1件であつたo  ヽ         (幅 田武夫 高橋克己 )

2.結核菌検査成績について

昭和26年度中に於ける結核菌検索作業は培養741件内陽性186件 (25。 1%|)顧微鏡検杏 297件内陽性

85件 (28。 62%)で あつた。イむ縣下各保健所に於て結核菌培養に使用する培地は営研究所に於て一括

作製して交付したc本年度中に於ける交付数量は1129本で何れも岡片倉培地を使用した。

昭和27年度に於て受付けた結核菌槍杏依頼は培養検杢1511件内l'易性は208件 (13。 77%)顧微鏡検査

348件内陽性114件 (32。 76%)で あつたO岱培養にて陽性 208件の内(+)の もの86件 (41。 35%)

十 )の もの29件 (13.94%)(‖ )の もの22件 (10。 58%)(冊 )の もの 71件 (34.13%)で あつた。

鏡検にて陽性 114件の中ガフキー 1枕 2件 (1。 75%)ガ フキー2琥 27件 (23.68%)ガ フキー 31虎31件

(27.19%)ガ フキー4統」1可牛(20.18%)ガ フキー5枕 12件 (10。 53%)ガ フキ…6続 5件 (4039%

)ガフキー 7流 3件 (2.63%)ガフキー8琥10件 (8977%)ガフキー10貌1件 (0。 88%)であつた。

筒本年度中に縣下各保健所に交付した培養基の数量は4820本で何れも小川培地を使用した。

備  考
(+)・‥培地 2本のコロニーの合計が1～ 20個のもの

(十 )…培地 2本のコロニーの合計が21～ 50個のもの

(‖ )…培地 2本のコロニーの合計が51～ 100個のもの

-7-
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(|1件 )…培地 2本のコロニーの合計が101以上のもの

(幅 田武夫、高橋克己、西見保之 )
3・ 層昌岡縣下に於ける赤痢菌型

1952年 (1月 ～:12月 )一年間に縣内で分離された赤痢菌株の中907株につき、営所で検杏した結果別

表のような成績を得た。大部分は SheflCXneri.2a、 2bに爵し、1950年、1951年 と同じ流行菌型とな
つているようである。但し前年度の菌型の分類は日本學振法によつているため比較は困難な点もある

が一部の成績は別表のようになる。

4型では 4C以外は見出し得なかつた。
叉検出菌型の地E的な差異は認められなかつた。

菌    型
Sh. flexneri

6

Sh.. sonnei

H百

和

六
女i二

検 査 数

% 2

38
|

SI

|

111 116

63.7 22.6 4.8
|

6。 51

|

昭
和

七

`|

検 査 敷

%

42C
|

4211

|

26 コ

|

31 1 32 9o7

46.3

|

46.41
|

2.9 0。 1

|

0。 31 0。 1`

|

3。 51

。
|

〔潤田武夫、坂本さつき。高橋克己、西見保之)

4.抗生物質使用後の赤痢患者に於ける観察
細菌性赤痢に封する抗生物質のi顧苦な治効は既に衆知の事費であるが、反面治療中止後の再衰が比

較的容易におこり、又チフスにおける抗体産生の障碍が報じられているので私共は i
1́高岡市博染病院の

患者50名 に就ヽ̂て 、菌の浩失状況、抗体産生状況、血液像等について行つた観察の一部を報告する。

検 杏 成 績

(1)検 lil苗の大部分はShe flCX‐ ri 2a,2bで一音sは 4Cである。症状は一般に軽症で永くノ歯の排
出を見た例でも症状は殆んど認められない。

(2)抗 生物質の使用により大手li分は使用中止後 24時間で菌の沿失を見るが一部は筒菌の排出を
見るのがある。二回或は三回の抗生物質の投興を操返してはじめて菌の沿失した例があるo

(4)抗 生物質使用患者に於ける赤痢ウイダールは病原菌型に封して第14～第 44病 日間において
最高800倍 、最低50嗜の間にあり、大部分は200倍前後で、抗生物質を使用しない場合の800～ 160

0倍に比して明かに低く、抗生物質の使用により抗体の産生が阻害される様に思はれるO

(6)赤 痢ウイダールと性、年令、及抗生物質の種類との開係は明かでない。
(7)抗 物物質使用と自血球数、血液像との間に特別の関係は見出し得なかつた。

(坂本さつき )
5.赤痢経関する研究
a.其 の1 赤痢菌の各 種薬剤に封する抗性について
昨年夏及び今年の 1月 、2月に幅岡縣下で分離された赤痢菌236株及び九州各地73株 、計293株につ

き、各種薬剤に封する抵抗性を調べた。費験に供した赤痢菌は何れも稲岡縣衛生研究所並に八幡市大

蔵病院で分離されたもので、語岡市の西貢菌、3株 、八幡市のゾンネ菌I株を除き、総て駒込BI菌で

ある。又九州各縣の菌株は昨年度分離された駒込 BIを各縣衛生研究所の御好意に依 り分興された炒

-8-'
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11)‐ ご`ある0

(資験方法 )省 略
(費 験 成 績 )
サルゾール 216株のうち159株卸ち73.6%が 10~2モ ル濃度で奎育を阻止されている。又 10_2モ ル

で磯育を阻止された 106株に就いて100mgノ dlの濃度で費瞼を行つたところ 92林卸ち86。 8%が耐性、

14株卸ち13.2%が破育を阻止されたo都市郡部別には特に有意の差は認められないが、只時;1男的には
2月 の菌株は構抵抗性をまして来た傾向が■われるO

ストンプトマイシン、228株の平均抑制値は7.2rたCで一般に3.12～ 6.25r/CCで抑制されるものが大

部分であるが、なかには50r/CC或 はそれ以上の抑制値を示すものもあるO都市郡部別にも、又時期|

的にも特に著愛:はないが、八幡市の株は一:Ii皮に幅が廣く、又千均して補 抵々抗性が高いようであるo

クロロマイセチン 236株の平均喪育抑制値は2,I「 /CCで 、ここに用いた抗性物質の中では最も有効

であつた。然しながらなかには25rノ CC又は12.5r/CCで褒育を阻止されている株が2%内外にみられて

いる。地域的には矢張り八幡市の株が幅が廣い。

オーレオマイシン235株の干均衰育抑制値は8.55r/CCで 、クロロ、ストマイに次いでいる。26r/cc

の抑制値を示す株もみられるが().:〕 1,～ 0。 78r/CCと いう低濃度にも衰育を阻止されるのが12%も みられ

ている地域的には宗像 1白屋の菌は抵抗性が構高いが、時期的には特に著
'1:i壼
は認められない。

テラマイシン231株の中65株 、自pち 28・ (;%は 50「ノCCで街喪育を示している。。一般にむしろ抵抗性を

示す者の方が多いのはこれら葉剤の中テラマイシンだけであるが、1。 56～0.39r/CCで 壼育を阻止され

ているものが約6%存 している。街 50「 /CC以 上の抵抗性を示したものの残りの平均喪育抑制値は28.
83r/CCで ある。

次に九州各り:系の菌株についてみ
・
ると、・サルゾールは100mgノ dl以上255mg/dl以下で磯育するものが大

部分であるが、只鹿兄島の場合は13株のうち8株が 255mgノ dl以上の抵抗性を示している。抵抗性物質

の平均破育抑制値はストマイは最低が長崎vD 2.3r/CC、 最高は熊本縣の10。 4「 /CCで一li皮に10r/CC前後

である。クロロは一般に 1「/CC前後でやはり優れており、オーレオ|′ま長崎の 0。 98r/CCが最低であるが

一l:l夕こに8「 /cc以内で最高は佐賀の14。 lrノ CCである。テラマイシンは宮崎、長崎、鹿兄島が低く、10r/CC

以下であるが、他は201/CCでかな)の差が認められる。

次に保菌者と患者との間には分鷺株|こ各薬剤cI:まする抵抗性に差はなく、又同一患者から分離され

たI;lliは臨床経過の如何にかかはらす、その薬剤抵抗性に特に差異は認められなかつた。

次に試験管内に於ける菌の薬剤適憲賢験を行つたところストマイは5～ 6代 より急激に上昇 し、 7～

8代になれば10004:聾以上に達した。オーレオマイシン、テラマイシン、クロロマイセチンでは10代頃
から2～ 341ilヽ程度に上昇するに過ぎなかつた。

九大讐學部第一内科(衛生部嘱託)1:it坦道 木村光雄 外九名
幅岡縣衛生手il豫防課  ,中   和 貴
市昌I:ri〕 縣衛 生研究所 幅「

1武夫 坂本さつき、高橋克巳、西見保之
蔵岡縣2市 5郡で分離された駒込BI菌に封する諸菌種業剤の凌育抑制値

分 布  f%) ′fi   均    値 (r/CC)

サル フアチアゾ _ル (mg/dl) I tt p< 4 i
?>

ス トレプ トマ

イシ ン
オー レォ々 イ
ン ン テラマイン ン

漏 岡 市 五 86. 8 4。 8

八 幡 市 17 稔 8 1。 2 6。 (27
2CI
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嘉 穂 郡

筑 紫 郡

く  )は 50r/cc以 上の抑制値を示す菌の百分卒で。この平均値の計算から除外してあるo

芭室毛黒手『

ゾ_ル の項で、あ5+tは、%51■着1でも菌の変育を阻比し得ず
、255-は畿育を抑制する

九州各縣で分離された駒込BI菌に封する諸種葉剤の嚢育抑制値

11;

護́
Jルフ争撃TttTlんぢ籍躍襲ξ窯二よ趙夏3欝 畠ゝ″斃躙言土楊↑基:躊1瞥育を抑制するここ
を示すo

滋種薬剤の赤痢菌発育抑制修
―――一―― クロロマイゼヶン
ーーーーーーストレストマイシン
ーーー ー…オーじオマイシン
……… …テラマイシン

.・ ―
・ :… ヽ 一

″
一 一

‐‐。一 ・ r~~~‐
´~~~~「 ~

9。 1 68 2

|

9・ 91 9.9 4.9 1刊
l

671

|

5%| (郎・
26.

20 G 67。 8 B.71

粕 屋 郡

朝 倉 郡

宗 像 郡

15.1 69。 6

|

3。 01

11
12。 1 6 10 (50.

25.

85 14.
(7
お6。 6 4。

2 9 16 (30
30
.3

r5.4 76。 9
|

7171

分 布  〔%) Zli 均 値 t fu"t
yrv77*7y"-t (m8/c11) 2pp<4

t*Y
ス トレプ ト

マ イ ン ン
* v ?t< 4
シ ン

テ ラマ イン 被検
株数

蕩  岡 17.8 54.4
|

11。 81 11。 ジ 4。 7 2. 7 8 28。 83 236

佐  賀 33.フ 16.6 16.6 ■311 9.69 14 10.55 10

長  崎 33。 3
|

55。 51 12。 2 2。 0. 5。 93 12

大   分 33.3 66.6
|

|

。351 10.34 o。 05 24。 34 12

熊  本 13。 3 66.0 21.1

|

0。 861 10 42 5.31 22.14 駕

宮  崎
|    |
37.516211

|

1.241

|

7。
gl 323 4。 12 13

鹿 見 島

|    |
61.5138.51

|

|

101¬

|

8.65 1。 15 6 11
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b.其 の2 赤痢菌の薬剤耐性 と臨床経過について

我々はさきに福岡縣で分離された赤痢菌の試瞼管内抵抗試験を行つたが、このうち購床経過を追求

し得た約70例で菌の抵抗性と臨床経過とに就いて逃べる。

病状は入院時 ::雙熱37度台、排便回数1日 10行以内のものを軽症とし、38麦以上1日 i10行り上の粘血便

を呈するものを重症とし、この中間に位するものを中等症とl′た。業剤効果の牛」定は路 Ⅲ々i染性暢疾

患科合の定めた判定基準に依り、軽症中等症では排便回数減少迄の日数:3日以内便性茨復走5日 以内の

ものを、重症では前者が7日 、後者が10日 以内のものを有効とし、又解熱日数をも考慮し、3日以内に

解熱するものを有効とした。

(A)サ ルフア剤使用例  53例
使用葉剤は主としてサルゾールであるが、共の他ダイアジン、グアニジン、カミラン等を各 使々用

している場合もある。この投興部の赤痢菌のサルフア剤に封する抵抗性は10-3モル濃度で破育を抑制

されたもの 4例 10‐2モルで衰育を抑制されたもの43例 、10-2モルで磯育を抑制されたもの43例 、
10「子モルで街破育を示したもの6例である。

:)10-3モ ル濃度で嚢育を抑制された例
軽症3例 、中等症 1例で第 1表の如く有効ではあるが、便性改善に10日以上を要した1例 もあるし

叉排菌日敷も1週から2週の間で他例に比して特に早いという事もない。自口ちかかる低濃度 (25m

≠
1)で破育を抑制される赤痢菌で、臨床的にもサ剤 11よ り特に著効があつたとは言い難い

°

2)10-2モル濃度で嚢育を抑制された例
之は25mgノ dl以内で磯育を阻止されている例で、全例の約80%を 占め、軽症16例 、中等症18例 、

重症9例である。効果の点からみると11【三症では有効7例 、無効5例 、中等症では有効 9例 、無効5例 、

重症では有効5例 、無効 4例で、この他有効、無効判然とE別 しにくいものが軽症に4例 、中等症

に2例あるが、以上の点からみると特に病チ|たに従つて 有ヽ効、無効の差は認め難い。

3)10-2モル濃度でなお褒育を示した例
250mgノ dlでなお嚢育する耐性菌によるものであるが、臨床的に必しも重症ではなく、6例のうち

;|〔菫症 4例 、中等症 2例である。叉治療効果の点からではサ剤投点により有効とみなすべきものが

大部分を占め、ただ一例は便性改善に10日以上を要し、排菌日数も10日以上である。要するに、試

験管内づ剤抵抗力と臨床症状は必すしも一致せず、低濃度で衰育を阻止される菌による場合にも、

便性改善に 10日 以上を要する場合もあり、又反封に250mg/dl以上の耐性菌の場合に
`も
臨床的には

前者の場合と、解熱状態、排便回数状況、便性狡復状況等に特に差異はなく、サ剤の有効性が認め

られている。

(B)ク ロロマイセチン使用例                   |

20例のうち軽症13例 、中等症3例、重症2例 、疫痢2例である。 このうちクロロマイセチンの最低
抑制値は0。 39r/CC(軽症3例、中等症2例 、重症1例 )で 、最高は 12.5rノ CC(軽症1例 )である。

抑制値の0。 39r/CCぞあつた軽症3例と12.5r/CCで あつた711《嘔症1例を比較すると、解熱日数は何れも 1日

で愛りなく、排便回数の減少は0。 39r/CCの場合は1日が2例、3日が1例で、12。 5r/CCの場合は3日

であつた。便性改善il=の 日数は0。 39r/CCの場合は5日が2例と、10日が1例であるに反し、12.51/CCの

場合は3日であつた。従つてかかる点よりみれば、低濃度の抑制値を示すもの必しも治療効果が卓越

一 :1-
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ているとは言い難いようである。又中等症、重症の場合は、夫々 0。 39r/CCと  3,12r/cc、
o.191/CC

l.56rノ CCであつたがこの雨者の間には臨床症状に特に差はなく、薬剤効果も略 同々様である。疫痢

の場合には1.56rノ CCと 3.12r/CCで別に高い抑制値は示していない。ただこのうち
1例は投薬終了後 5

日日に再褒を起している。排菌目数についても何れも1～2週以内であり、差異は認められず、
3月 以 .

内に浩失したものの抑制値は1.56r/ccであつた。

以上、要するにサルゾールの場合にも、クロロマイセチンの場合にも、臨床症状と菌抵抗性
の間に

は必すしも特別な関連性はなく、また治療効果も薬剤抵抗性に必ずしも平行するとは断じ難
いが、更

に例数を追加して共の間の関係を明らかにしたい。

警學部第一内科教室 (衛生部嘱託)操 坦道 木村光雄 外九名
請高岡縣衛生書豫防課 沖   禾口 貴
蔽 岡縣 衛 生研究所 幅田武夫 坂本さつき、高橋克巳、西見保之

・

‐c.其の3 赤痢保菌者について

近年赤痢は全国的に狸薇を極め、各競に於てもその停止を見ない状態である。赤痢の感染流行の原

因については種 考々えられるが 、私共はその一つと考えられる保菌者について槍索を行つているが現

在までに得た成績について報告して見たいと思う。

保菌者には所謂健康保菌者と病後保菌者とに分けられるが 、

(1)健 康保菌者についての検索

I)流 行のない地域について

昭和 26年 4月 から昭和 27年 3月 まfに 1観岡縣下 、各地に於て、健康者5105名 について槍便を行つ

た所中 9名 (0117%)に保菌者を見出した。

2)流 行があつた地域について

昭和26年度 、雨岡縣下に集国嚢生した13件の赤痢流行について、汚染を受けたと考えられる健康者

12160名 の検便を行つた所、606名 、自「ち4。 98%に保菌者を見出した。中、某友坑に爆嚢流行した。

水系によつて汚染されたと考えられる 6021名 の健康者で475名の保菌者を見:島 したが 、中410名 につ

いて間診を行うた結果 、明かに衰症していたと見なされる者は16名 、患者とは行かなくとも何等かの

症状のあつな者132名 、全 く自覺症のない者は262名 で 、更にこれ等について臨床槍杏の結果、約4Q%

に他覺症状を見出したが、腸索状物を調れる者が最も多く、次に腹部堅痛を認めている。患者であつ

たと思われる者にはグル音を多く職知しているので、これらの排菌状態との関係を現在追求している

。叉本流行を患者 、保菌者の年令別分布によつてみると、・0才から15才 までが最 も高く、16才以上は

低 くなり、大体干均し、40才頃に第2の山を見ている。卸ち若年者に罹患並に保菌卒が大きいことが

分る。

(2)病 後俣菌者について

昭和26年度 、而岡縣下に褒生した赤痢患者について、退院後の保菌について検索 した結果、310名

中、18名 (6.0%)に陽性者を磯:見した。自「ち退院後3ケ 月日 6名 、4ケ 月日1名 、5ケ 月日3名 、6ケ 月

日4名 、7ケ月日2名 、8ケ 月日1名 、10ケ 月日1名であある。
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以上私共は赤痢流行の一原因としての保菌者について検索し、現在までに得られた成績についてli菫
‐べたが、全く健康な者の保菌者は非常に少く、保畿者は主として病後保菌者である。しかも菌排出は

時期的に波があり、菌検出卒には培地、培養方法にも勿論開係するが、赤痢罹患者については、治癒

後も度 菌々検索の必要がある。

九州大學讐學部第一内科教室 (衛生部嘱託 )
操坦道 木 村 光 雄 外九名

‐而岡縣衛生部豫防課

面 岡縣衛 生研究所

7中     禾‖ :露ピ

而田武夫 坂本さつき、高橋克巳、西見保之

A

6.昭和27年分離赤痢菌の '1戦ルフア割及びタロ■マイセチン耐性について
昭和27年1月から同12月 までに、営研究所に於いて分離した赤痢菌中任意抽出による244株について

そのサルフアチアゾール及びクロロマイセチンに封する耐性と、そのインドール反應の変現培養時間

′について観察した。

1.賓 験 方 法

サル ゾール耐性試験使用培地 は次の虎方 に よる合成培地 を用ひた。

虎  方    Na2HP04       2。 5g

KH2P04         0。 35g

Nac1            5。 Og

MgS04.7:日:20         0。 lg

Glucose          l。 Og

GultainliniC  aCid        O.5g

Asparagin                O.5g

Tryptophan            O。 01g

Nicotinlc  acid           ooolg

Aq d6st          1000。 CC

此の培地にサルフアチアゾールを100mg/畔の割に含有せしめた。接種菌量は普通寒天 37° C24時間

培養菌の lmgノ CC生理的食霊水菌浮滋液の1白金耳量である。成績は肉眼的に7日 間観察して、培地

のi困濁存否により嚢育を牛1定した。

B。 クロロマイセチン耐性試瞼

使用壻地は普通ヴイヨンを用ひ、之にクロロマイセチンをlr/CC、 5r/CC。 7・ 5r/CC、 10「 /CC、 15可 CC、

20r/cCの割に含肴せしめ、之に 37° C、 24時間寒天培養被挽菌のヴイヨン菌浮洸液 (lmgノ CCの 一白金

.耳)を接種し、370cで 7日 間観察し肉眼的に培地7困濁の存否により嚢育を牛1定した。

C.イ ンドール反應
ペプトン水(ラ クトペプトン使用 )に被検菌を接種し、370cで 24時間、2週間培養し、Ehrlich法に

よリイシドール反應を検した。

2.成    績

A サルゾール耐性

θ

■鰈鰊條鑽■
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第1表及び第2表の如き成績を得た。印ち賓験供試菌株244株中サルフアチアゾ
ール100mgノ嚢含有培

地に嚢育するものは238株 (97.54%)で 、残りの6株が翡耐性乃至感受性株である。分離蒔期別の耐

性推移は認められなかつたが、之は赤痢流行菌株が殆ど線てと云つてよい程既に張固な耐性を獲得し

ている鶯であらう。

B・ クロロマイセチン耐性。ヽ

第1表及び第2表に示す如く、費験供試菌株のクロロマイセチン耐性は、サルゾ
ール耐性とは相営異

つた所見を呈している。L口ち大部分の菌株はクロロマイセチンに封して末だ感受性張く、
クロロマイ

セチンに封する張い耐性を示したものは嚢見されなかつた。分離月別にみると月の経過と共に分離赤
.

痢菌のクロロマイセチンに11:まする耐性は漸詩上昇を末 しているのが観察される。之は赤痢に封する
ク

ロロマイセチンの服用普及が昭和 27年に於いて一般化した篤赤痢菌のクロロ
マイセチン耐性の上昇を

茶したものと思はれる。比の傾向は昭和 28年以後に就いて、現在赤痢菌の大部分がサ
ルゾールに当し

張い耐性を獲得 L′ている如く:ク ロロマイセチンに封しても同様な耐性赤痢菌の出現招末を示唆する

ものと考へられる。

C.赤痢菌の薬剤耐性とインドール反應の出現培養時間との関係
従来駒込BI・菌の如く、インドール反應陽性の菌がサルゾール耐性になると、 そのインドール反應ト

嚢現の培養時間が遷延する事は情摘をされているが、費験供試菌株についても此の事は第 3表の示す

如く明らかに観察された。クロロマイセチン耐性とインドール反應との関係については、雨者の間に_

明らかな相i:罰関係は認められなかつた。

(坂本さつきt高橋克己、西見保之、濱本江 )

第 表

Sh.flex
2a

Sh oflex

2b
Sh・ fkx
3a
Sh.flex
な

Sh oflex
lb 小   計

|

合  計

サ ゾ
ル 1

フ ル

ア

チ

ア

loomg/“
以 下

2 /1

|

0 0 σl 6

244

100nr$/df
L:) ..L

121
|

110 5 1 1 238

ク

イ

セ

チ

|

lr/∝以下
|

39 34 2 0 0 75

1 155

0 11

244

0 2

0 C

0 1

k /cc 75 76 2 1

tu /cc 1 0

7 .5r f cc 2 0 0 0

10r/cc 0 0 0 0

15r/cc 1 0 0 0
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第   三   菱

月
1～ 3月 10～ 12月 小  計

ゾ

ー

ル

サ
ル

フ
ア
チ

ア

100mgだ
以 下

以

244

29 36 17

23 22

Lr /cc 13 125

5r /cc
244

7.5r f cc 2

10r/cc

Ltu lcc 0 I

k /cc 5r /cc 7 5r /cc LOr /cc

t)V77=f-7.,/'-llt

Trlcc
,1-F小計 どヽ   計

以下

+ 12 4

|

0＋

一

71 149

24時 間

232

101

０

　

一
　

９

　

一

一
　

２

　

一

一

２

一

98

232

21 23
＋

一

"

2週間

第 表

4～ 6月 7～ 9月 合   計

2 6

238156

タ

イ

セ

チ

1rlcclJ-ls 10 20

|

10 155

1 1 11

0 |

|

0 2

0

|

0 0

て

ヽ

I5r / cc

ク ロ ロ マ イ.セ チ ン

イ

12

31 62+

0

3

14
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|
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7.―炭坑に霊生 した水系爆霊赤痢流行 に際 しての細菌検査成績

幅岡縣粕屋郡宇美町三菱勝田銀業所で、同所の簡易水道の汚染によると思はれる爆嚢的赤痢の嚢生

があり、昭和27年2月 l:日 以降患者865名 を記録した。この磯生についての詳細な報告は別に縣衛生部

からまとめて公表されることになつてゐるが、そのなかの一部として吾々の関係した細菌學的検査の

大要をここに記載する。

A.病原の細菌學的検杏成績

患者の爆磯的衰生後直ちに艦業所附唇病院及営所で細菌學的検杏を行つたが、饂業所病院で得た成

績は次の通 りである。

2月 i4日患者60名の菌検索施行、駒込B■菌 (She fleXneri 2b)を 46名 から検出しな。

2月 16日 同じく10名の菌検索を行ひ、駒込BI菌 (Sh.fleXneri 2b)を 8名から検出した。

2月 21日 同じく!0名の菌検索を行ひ、駒込BI菌 (Sho fleXneri 2b)と 7名から検111した。

菌の培養には,。 S.寒天を軍獨又は B/r.Bt,L糖加寒天干板を併用し、分離菌の生物學的性状、凝

集反應を行ひ、凝集反應は国際分類法による Ewingの標準菌株及び日本學振分類法による標準菌株

をそれぞれ國立予防衛生研究所より分譲をうけ縣衛生研究所に於いて作製した免疫血清を用いて行つ

た。

以上の外 I潤岡縣衛生研究所で行つた菌検索では、

2月 14日 患者10名から同様5名 に駒込BIttr(Sh・ 劇eXneri 2b)を 検出した。

2月 14目 汚染水道使用地E住民健康者の一部64名 から9名 に駒込BⅢ
~菌
(She fleXneri 2b)を イ:叙出した

以上の菌検索の成績から赤痢菌駒込BI菌 (She f10X■eri 2b)の 感染によるものと牛」定した。

叉2月 14日 から以降3月 17日 までに行つた。汚染地E住民の菌検索 C・ 4,227名 中460名 から検出した菌

も何れも駒込BI菌 (Sho fleXneri 2b)で あり、ヤじ染地E周邊の住民 3,410名 中52名 から検出した菌は

I株が川瀬菌 (Sh JleXttri 3a)で あつた外、51株は駒込BI菌 (She fleXneri 2b)であつた。

以上の外退院時の保菌検索、退院後1～ 3ケ 月を経て行つた保菌;|夕:ミ索等により面岡縣衛生研究所で検

出しえた菌株は総計625株であるが、前記の Sh flCXneri 3aの 外は赤痢経過者中2名から治癒後3ケ 月

で検 |」 lした2株が She flCXnCri 2aで 、従つて625株中3株をのぞく622株は何れも Sht flCXneri 2bで あ

つた。

イ:斜 出 菌 の 性 状

検出した Sho flCXnCri 2bの 細菌學的性状は形態、染色性、培養性状、血清反應等何れも赤痢菌と

しての一般性状を具へてゐるが、インドール反應は全例に於いて培養24時間後では陰性であり、 Sh
fleXnCri 2bの 任意 30株に就て2週間観察した虎では、1例にインドール中等度陽性となつた他24例は

培養224日で微易財観になり、その後再び陰性となり、5例のみは絡始陰性の成績を示した。

鍍業所病院での観察でも Sh flCXnCri 2b23株 中 1ケ 月の坪養により9例は陰性他は14日以後陽性の

成績をしめした。

サルフア剤耐性は九大操内科で:i況察した任意の Sh flCXneri 2b13株 及び颯業所病院で観察した任

意の Sh flCXneri 2b4株は、何れも総て■00mした1のサルフアチアゾール含有合成培地中で著明な増

殖を示し、サルフア耐性株と考へられる。本流行に於いて幅業所病院でカミラン、サ
ルミアジンを使

用した例であまり治効を認めえなかつた点から見ても本流行菌はサルフア耐性株と思はれる。
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クロロマイセチンに封する耐性は、九大1:彙内科で観察した任意の Sh flCXnCri 2bi3株では、クロ

ロイマイセチンの最小嚢育抑制濃度は 0。 78～ 3.12r/dl平均 1.68「 /dlであつた。

菌力は15gのマウス腹睦内注射で0。 1～0.5mg(渡業所病院 )0° 1～ 0.5mg(研究所)1日で之を発す

ことを認めた。

B・ 保 菌 検 索 成 績

I.保 菌 検 索 の 概 況

保菌稔索は雨岡縣衛生研究所が主体となり粕屋保健所、颯業所病院の協力により嚢生時の2月 14日

から3月 7日迄に感染の疑あるものについて行つた外、磯見された息者、保菌者については退院時及退

院後3ケ月を経過する間に検便を費施した。

患者褒生時の槍便において汚染水道使用地E住民の被検人員4。 227名中480名 (10。 9%)、 非汚染地

E住民の被検人員3.4■0名から52名 (1.5%)計 512名の保菌者を検出した。その成績は表1に示す通り

であるが、汚染地Eの家族は勤務者の約 2倍近い陽性卒をしめすに反し、非,1け染地Eでは勤務者が家

族の約 2倍の成績を示しているのは勤務者の坑内その他での二次感染によるものと思われる。

昭和26年度赤痢登生と関係なく行つた健康者部ち料1::k店 、給食関係等の者に封する保菌検索での陽性

率は0108%で あつたが、27年の 4月及び 5丹では0.61%に急昇しており、水源池上流部落における

表 1  保 菌 者 検 索 成 績

居住地
日 別

汚

染

地

匝

封 照 別 検査月日
検査件数 陽 性 敷 陽性卒 1%)

言ト 計

2,L{l 14

勤 務 者 18～ 2。 4.
6

赴 宅 家 族 3 12。

20～3.7 8.

7
15′ ′ヽ2

の 15-2. Oo

の
3.4

18～ 2.

蔵 宅 家 族 19～ 2.2 1 1.

の 19～ 2. 1

10。 9

非
汚
染
地
国
及
外
部

計 2.111～ 3。 7 7。 637 512 6.72

I.0%の陽性卒も、一般に保菌者が潜行的に漸次増加をしていた結果によるものと考えられる。しか

し水源地汚染の直接原因に就ては菌検索の成績から何等かの断定を下す事は出来なかつた。

汚染地Eにおける患者及び保菌者の磯生の状況を概括的に表示すれば第 3表の通 りで、検出した保

菌者 460名の中26名 は患者に韓症され、その外に主に軽症ではあるが症状を有すiる者が
124名 あり、

健康保菌者は310名 であつた。巳口ち感染者の17.4%は 患者となり、その外に2.6%の隠れた軽症者 (以

下軽症者 )があり、健康保菌者は6め%と なつている。その他の73。 5%は概ね感染後8～ 12日 目の 1回

限りの検便ではあるが菌陰性であり、又少くも病院を訪れる程の症状を塁しなかつた者 (以下菌陰性

健康者 )である。然しこの中には第4項で逃べる様に、0.9%
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表 2 昭和26年一般保菌検索状況 (一部)

槍査封照 瞼全件数 陽 性 数 陽 性 卒
(‰
備   考

健  康  者 3.944 0.08 料飲店等

思者嚢 生 部 落 1.216 38 3,13 一部検便

患者多 嚢 部 落 144 20 113。 89

42

7

11.91

10.14

1。 474 9 0061 料飲店等
昭127.4～5月

全員槍便

の長期排菌者があつたので、可成りのil襲症者及び健康保菌者が含まれていたことは推察しうる。

2。 保 菌 者 の 嚢 病 状 況

汚染地面の保菌者460名 中、褒症 した者は150名 (32.6%)で 、その内患者に韓症された26名以外の
124名の症状の内課は、粘血便2名 、水潟又は泥状便24名 、I日 2回以上の軟便83名 、1日 I回の軟質 15名

で、軽症者でも腹痛 、熱感等を件つた者も若千あつた。

磯病の日は、保菌検索費施日以前の者60名 (48。 4%)、 費施後の者41名 (33.I%)、 期 日不明の者
23名 (18.6%)であつた。昭和26年の摘衰保菌者中調査 しえた73名の中褒病 した者は17名 (39.7%)
で、大差ないが 、この場合磯病期 日がすべて保菌検索後であつて、これは感染株式の差によるものと

思われる。

表 3 汚染地匡における患普及び保菌者の変生状況一覧表

'号

染jtE人 口 (イ ∫4。 784

(ハ ) 3.976
保菌検索2
t て 2。

14～ 3。 7
18～ 2。 22

(二〕460

434
(ヘ/

ヽ
=901,ご

)イ

2.29r‐ 3。 7

の  (ギ手■=73。 50%)
kヘ ジ

〔ホ)
3.516

(→矛卜=17.境)

届出上 ロ`ノ
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3.患者及び保菌者の性別、年令別、人口別嚢生状況

汚染地E居住者に就て、患者及び保菌者の性別、年令別、人口別登生状況は、第 4表の如く嚢病卒
は満14才以下に高く、各構成人口に封して、0～4才は31。 8%、 5～ 9才は 25。 1%、 10～14才は19.7%
rでその他の年令居は10%前後で全体としては平均17。 5%を示した。保菌率は平均 9.1%であるが、10
～14才が最も高くて14。 9%、 次で5～ 9才 、15～19才の順で夫 1々3。 0%、 12.4%である。0～ 4才は最低
で 3.9%であるが、これは乳幼見に軽い症状でも讐師の診断をうけたことにもよるかも知れぬが又一
面この年令暦は磯病し易いことを示してぃると思われる。保菌率は男女間で著 しい差はないが、唯60

才以上では男は女の約2倍近い値を示している。
｀

表 4 患者及び保菌者の性別o年令別。人口別、嚢生状況 (汚染地日)

年令別羅費rl
l,i百  1匡
ル!| 人口構成 患 者 敦 俊 病 卒

保 菌 者 敷
(%)憂生率%

0～4
イ:28

449

315

259

279

243

型 277陣 31。 61型
15   132.2   1 2

6
0.9

o。 7
0。 4

12
郎 1型 ,」型|   ‐ ″

|

13。 6    14。 0
3。 9

16

5～9
鷺 2

25
71 4

57 .5
Ю

46 .9

24 lfl 5
10

19 11。 0

37 10。 3
12.

56 14.2

14
22

8

4.4
3.8

3。 1

40
64
7
11
7.1

13
24 9。 3 .4

10～ 1.4
118
トーーー

1  13

3」

|  "

l  b
lC

5

9
18

9

6。 5

5。 3
5。 9

器 0 5
14.9

19 7。 8

15～ 19 男
229
402

173

2。 2
2.5

2。 9

23
10 12

17 9.8 7女

20～29 男
〔158
51

393

2.5
2.4

2.3

1.5
2.5

3.6

0。 0
1.7

3.1

19 5。 0 7.3
715

20 5.1 7.4

18 5。 2
5
6.7

8
22 6.0 9。 6

女

ftn ^\n 男
26

366 46

312 31

232 36

7.6

12。 6

10。 1
5
18

13女
一
男

‥

一

　

… 9。 9
12。 3

15.5

5。 4
7。 8

10.5

2
9

7

5
7

2

20 6 乙
6
7 1

8。 1

15 6.5女

男 7
19

12

3.8
2.9

1。 8

2 1.5 5。 4
52

五 3。 5 5。3

8 7 11。 3
8

3。 4 6.7

170 6。 9
6
9。 4

9
140 6。 0 8.7

女

60以上
男

五

16

12

5。 6
10。 0

13.5

0 0

3.4

62 2。 5
2

62     1 2.7
計

15。 9
17、 4

19。 1

130

2。 466 4.

2.318

391

443

4。 患者及び保菌者の排菌状況

患者に就ては、入院時の検便は営初の少数例を除いては之を行わず、退院時の検便は原則として、

主要症状沿褪後5日後から2日間隔で槍便し、,こ藝績.2回陰性の時に退院せしめた。大部分の患者は感染

日から9～ 17日 日頃に第1回検便を開始している。保菌者は牧容後 2日 間隔で検便を行い、これも連績

112回陰性の時は隔離をといた。大部分の保菌者は應染日から15～ 22日 日頃に第 1回の検便を開始した

その後退院したものに就て、感染日から34日及び90日 日にも検便を行つた。その絵便を行
つた時期別

による成績は第 5表の如く、患者は退院時に既に僅に2。 4～2.5%、 遅院後は2。 3～ 1。 6%と 陽性率は早

期から低下していたが、保菌者は退院時に密 .8～ 40。 0%、 退院後は
2.8～ 4。 0%と 陽性卒の低下が遅れ

ている。しかるに昭和26年 9月以降27年2月迄に赤痢を経過した一般患者に就てぃ27年 4月に2回連績検
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表 5  患音及び保菌者の時期別排菌状況

検便時斯 乳静1検査件数
力1』

|

陽 性 数 陽性卒 (%)
備
タロマイ

考
庭置

退

院

時

1回 患

者

862 30 3.5

2。 4

+

2回 860

455

427

21 十

1回 保

菌

者2回

182 40。 0

|

1401 32.8

退

院

後

感
染
日
よ
り

34日 患

者

保

菌

者

822 19 2.3 +

+90日 686 11

4

1.6

4。 0

2。 8

34日

90日

100

|

3511 10

註・ 1・ 退院時槍便は患者の主要症状清褪後5日から1日 ～2日間隔で2同行ふ。大部
分のものは。感染日から5日以降17日頃に始めてゐるo保菌音は感染日か
ら15日以降22日 頃に大部分の者は検便を始めたO

・ 2。 クロマイ虔置 (十)は クロマイ等抗生物質の庭置をしたもの・
クロマイ庭置 (一 )は クロマイ等抗生物質の虎置をしないものO
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便した成績では、延557名の槍査人員中22名 (3.9%、 但しその中 3名 は雨回共陽性 )の陽性者が居
て、これ等の患者はすべて抗生物質を使用しないか、或は1～2日の不充分な使用をした者であるが、
これ等の結果から見ても抗生物質を充分に使用した場合は(麦鍍では患者には例外なく原則として25
～50 mg/kgの割で5日間抗生物質を投興した。 )早期に菌が沿失すると共に長期排菌者も、そうでな
い場合に比べて牛減するものと思われる。これらの点を更に詳しく;1況察すると、汚染地E居佳者に就
ては、感染の日から90日 目に於て、第6表の如く、患者の菌陽性率は軽症者及び健康保菌者のみ傷或は

それ以下であり、軽症者と健康保菌者とでは前者がや 高ヽ率である。なお菌陰性健康者からも009%
の陽性卒があつた。又これらの菌場性者に就て巳「ち患者は一應全員病初に菌陽性であつたとして、そ

の全員軽症者 122名及び健康保菌者 278名 に就て、その排菌日数の状況を固示すると第 1国の如くな

る。上述の如く、患者は排菌日数は著しく短く、軽症者は健康保菌者よりも僅かではあるが長い、昭

和26年の一般患者印ち抗生物質未使用の137名 及び不充分に使用の 58名 の排菌日数は、,`軽症者或は健
:康保菌者のそれとよく似ている。

5。 長期排菌者の性別、年令別奎生状況

汚染地Eの保菌者の排菌状況に就て観察すると、第 2国の如く感染日から10～ 15日では、まだその

牛敷近くは菌陽性であるが、それ以後は急に減少する。叉女は男より長期排菌の傾向が見られる。

前項で逃べた汚染地日の長期排菌者48名 と、一般の赤痢経過者の長期排菌者19名の性別、年令別は第
7表及び第 8表の通 りで、患者では男が稽多く、保菌者では女が多く、納計では男30名女37名で女が
多い。年令別では14才・l笠が墜倒的に多く、67名 中の45名 (67■%)を占めてゐる。又特異な事は、赤
痢経過者の長期排菌者19名 中11名 は、入退院時を通じて絡始 8回以上の検便で菌陰性だつた者であつ

た。 (祠田武夫、坂本さつき、高橋克己、西見保之 )

表 6  汚染地匡住民の症航別長期菌排泄状況

検 査 時期
(層弓疑日より〕

検 査 件 数

|

陽 性 敦
1陽

性卒 (%) 備タロマイ
考
庭置

90日 661 10 1。 5

5

5

+

90日 105

|

(チ )健康保菌占
|

90日 207

3。 213

|

〔ホ)縫雌 195～
108日

×|

器 |
|

0。 9

検 査 封 照 別

(口 )患   者

′Lヽ 保 菌
iヽ・ ノ (軽症者

註 1・ (口 )。 (卜 )efチ )0(ホ )。の記号は第 3表の営該符号のものを示すo
2。 備考欄  f+)は タロマイ等の抗生物質の虔置をしたもの。

(一りはクロマイ等の抗生物質の庭置をせわもの。

3。 ※け外に2名  Sh flexneri 2aが ぁったが除外したo
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31～40    90～

排 菌 日 数 →

表 8。 昭和26年9月以降

の元患者長期排菌

状況調

ヽ＼封『

年＼
｀
下
令ぶ)、

元 患 者

男 女

0～ 4

5～ 9

10～14

16～ 19

1

1

20～ 29

130～ 39

40～49

50以上

7計 12

備 考

排

菌

数

％

日 2

47

|≡≡1 男 IIII 女

14。 8

10～ 15     16～ 20   21～ 25    26～ 30感
染
日

8。 赤痢菌検査によつて得た知見の線括

1951、 1952雨年にわたつて私共の所で行つた糞便培養検杏件敷は計 69.269件 に達している。この

間赤痢患者磯生、・i塁院時、赤痢経過後及一般食品関係業者等についての検便の結果は前回及今回の研

究所報にそれぞれ簡軍に記載されているが、之等の検索の総括的な結論を一應ここにとりまとめてお^
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きたい。                                          ｀

(1)1947年頃から幅岡縣下にすこしづつ嚢生を見た赤痢は 195二年にいたつて大流行のかたちを
とり1952年に戦後最大の嚢生数をしめした。流行菌型は1950年以後ShЛ eXnCri 2a及 2bを主とし1952

年私共の親しく検した 417株中 2a及 2bに属するもの 378株 (90・ 5%)で 大部分を占めその他は
She SOmCi 26株 3a8株 lb2株 等で今日lil=Sh,fiCXneri 2a或 は 2bに よる流行がつづいているo

(2)検 出菌の大部分は Sulfa剤耐性株で1951年 2a及 2b計67株中感性株はわづか 4株 63株は
耐性 (94%)1952年 2a及 2b計 24く株中感受性株に6株で耐性株は238株 (97・ 5%)であつた。
(3)ChlorOmiCetinに 封する耐性は1951年迄は明かでないが1952年に分離検査した244株中 5r以
上耐性のもの14株 (5。 7%)を得た。
(4)赤 痢患者嚢生時の保菌者検出率はSS培地を使用

´
して最低2。 1%最高13。 9%(何れも1951)で

あるが1952年別記勝田濃業所の全地E汚染の場合の保菌者、検出卒は12.5%の数字をしめしているo
又一般の食品開係業者の保菌者検出率は1951年 0。 087%。 1952年 0・ 517%と なつているo_

患者磯生時の保菌検査の槍出菌ほ大体Sh fleXneri 2a及 2bであるが之は縣下の集国嚢生がことごと
くSh.flpXl■Cri 2a又は中 によつたためでれるO

(5)患 者礎生時の検便の結果明かに潜伏期保菌者とみなされるものがあり、1951年に嚢見した
17例は1～ 11日 で磯病している1952年にも同様の例37例を見出した。

(6)入 院患者の排菌の持績は抗生物質使用の如何により著 しい相違がある。抗生物質の使用に
ょり大部分は急速に排菌をみなくなるOしたがつて症状沿褪後の退院時稔便も抗生物質使用の有無に

ょり菌検出率が著しく異つてくるo

(7)退院後の排菌の有無は■951～ 1952年における観察で退院後六ケ月迄の場合抗生物質を使用
せぬ場合は4,0～ 2。 3%、 抗生物質使用の場合は2.3～ 1.6%で後者がややひくい、しかし抗生物質の使

用によつてもかかる長期保菌者を皆無とすることは出きない。

(8)健 康保菌者の排菌状況は患者の夫れと同様の経過をとり、健康保菌者の治療に抗生物質を
使用しなければ患者における非使用例と同様の曲線をしめしている。ヽ

(9)赤 痢患者における赤痢ゥイダールの観察により、赤痢の場合も亦抗生物質の使用はあきら
かに抗体の産生を阻害すると思はれるo別記勝田領相艦業所の抗生物 i:‐彗治療例から二年以内に赤痢罹

患者を出して居り、再感染の問題は抗生物質治療の場合なほ慎重に検討を要するものと思ふ

(小 野 蘇 牧 )

9。 原震性肺放線状菌症 より分離 したActinomyccsについて

我々は明治42年罹患以来約40年を経過し現在省排膿を績け、慢性的に進行中の原磯性肺放線状菌

症の患者より好氣性培養によつて Actinomycesを 分離した。巳口ち患者の膿を1%萄葡糖血液寒天干板

に塗抹じ嫌氣性及び好氣性 (大氣中と10%C02環境中)に 37°Cで 48時間培養せるに10C01環境中培養

の干板にのみ培地基質に固着性の Actinomyccs固 有の集落を嚢見した。本菌は新鮮な塞天培養より

得た標本では糸状を呈し干等に着色し直性の分岐をなして菌糸に中隔を認めない。。稽陳奮の培養ょり

得た標本では菌糸は平等に着色せす且共の大さは不揃いで縮れた感を興
へ、同時に球状拝状の菌体が

雑然と混在してゐる。液体培養より得た標本では菌糸は塊状をなし、その外側は放線状
に走る菌糸よ

-23-
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りなる。グラム陽性非抗酸性で爽膜 {運動性はない。本菌は普通寒天によく嚢育し、24時間で微小コ

ロニーを作 り、48時間で良好な嚢育をli笙げる。血液血清の添加は磯育を促進する●集落は貫白色で乾

操した感あり、培養初期は比較的干滑であるが古くなると表面に敏壁義裂を生じ遂には噴人口状にな

る。集落は培地基質に張く固着して剥離し難く軟骨様の硬さがある。陳奮集落はその表面に自墨粉の

様な直白い粉末で覆はれるが之は塞中菌糸が芽脆(Aerial sporcs)を 形成した鶯で染色検鏡すればグ

ラム陽性の球状体を認める。液体培地では管底に雲緊状の菌塊となつて奎育し時に菌膜を作るが液層

は常に清澄である6本菌は厳格な嫌氣性環境で議育せす。糖は何れの種をも分解しない。 M・ R反應

(=)V・ P反應 (T)H2S(― )CatalaSe反應 (冊 )家兎人の血液に封する溶血作用あり。動物に封
する病原性は家兎海

`異

皮下腹隆内に本菌を注射し一ケ月観察せるも何等の病原性を認めない。

以上の所見より本菌は大体 Actinomyces graninis Bostroemに 一致する。元末放線状菌症の病原菌に

ついては古くより嫌氣性 Actinomyces である WO卜ISrael型 の みを以つて唯一の病原菌とする諭
と好氣性 B_0壼 OC m型 をも病原菌と。する説、或は雨者の憂異移行を以つて雨者は同一菌となす諭が

あり未だ意見の完全な一致をみてゐないが、本患者は一般に多いと云はれる W01f"ISrael 型による

ものではなく、好氣性 ACtinOmyCCSに よる一症例と考へられ、又本症が40年に渉る長い経過をとつ

たのは毒力の易易い好氣性菌による篤と思はれる。  (小 野蘇牧、 二宮克巳)
(言冨岡警學雑誌 第43巷 第3琥72頁 )

loご Leptospiraの 生物撃的性状に開する研究 (真の― )

責疸出血性スピロヘータ(以下黄「 ス」 )の培養に開しては従来 Ko ltoffの 基礎培地に
1添加する

物質は Serum、 hemOg10bin が絶封に必要だとされてゐたが、私共は黄「 ス」症Q病理解剖學的

見地より責「 ス上と肝:蔵との親和性に着目し、研究を進めました結果、雨者の間にある程度の関連性

を認めましたので、この成績を取経めて報告致します。

先づ、屠殺直後の新鮮な牛肝臓を 100gに封し水 100CCの 割合に加へて水素イオン濃度及び温度を

愛へて浸出させ、一方ペプシンに依る浩化液を作つて菌の嚢育を験べました結果、第一表に示す通 り

PH=7。 8にて冷浸:出 させた水浸液を 56°Cに加温したものが貰「 ス 1の嚢育に最も適してゐる様
に思はれます。
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次に牛肝臓及び家兎血清について、責「 ス」の嚢育素が如何なるものであるかを知る鴛にトリクロ

ル酷酸を用ひて除蛋白を試みた所、第二表に示す通り除蛋白した残液に貰「 ス」の嚢育を調めたので

残液に家兎血清及び牛肝臓に含まれてゐる物質以外の物質を混入させない篤に透折に依る除蛋白を試

|

|

|

みた。

印ち、牛肝臓及び家兎血清を透折した場合に黄「
ス」の嚢育に必要なる物質はセロフアン

第 二 表  蛋自質の分類別に依ろ黄「 ス」の変育状況

の膜を通

して外部に折メ1される物質であることが明かとなった。

そこで、この grOWth faCtOrに 就いて更に追求して見ると第四表の如 く亦 papCr Chromatograph

より蛋白反應は一應陰性と考へられる。

蛋 白 質

「 モ

し

4 日 16日 4日 10日 16日

0。 II + +

0.6 十 廿浸出のまま

1.0 ↓ 十 + 廿

Goobrin
/

1。 0

r一 G10brin

Albmin

最後の濾液

封  照

/ +

/
1。 0

033

0.6

1。 0

0。 3
／

　

一

／
．

+ + +

0.6 / ↓ 十 + 十

1。 0 + + 十

「 モ 」
十 十 +

清 十 十 十

+ 十

1/
「
液

モ血
血清 / /1 廿

(注)使用菌株秋疫A

第二表 牛肝臓及び家兎血清に於ける透折液の黄
「 ス 」の駿育状況

十

注1。 各液の添加量は6%
2・ 培養温度及び日数は3"cで10F間
31透折内液2米は更に透折を24時間行つた後の波である

第四表 牛肝臓に於ける PrOtein Reaction
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第一日  牛肝臓及び家兎血清の PapeF ChrOmatOgaph

アニノータレ ← 一       ′       フェノール “←一

部ちアミノ酸類のみで原点に後色を見ない点蛋白質は含まれないものと考へられる。糖類その他に

就いては日下追求中である。

以上の結果から考へられることは責「 ス」が登育するに必要な物質は蛋白質も必要であるかも知れ

ないが、それ以外に grOth faCter があり、然もその物質の性状、生体に於ける意義等に就いては

以後の研究にまつほかはない。    (武 原雄干 )

110昭和27年 7月謳岡縣糸島郡に霊生した大型 レフ恥 スビラ病に就て

(疫學的並びに臨床的事項 )

昭和27年 6月下旬から7月上旬にかけて而岡縣糸島郡雷山、恰土雨村に於いて原因不明の急性熱性疾

患が流行したが、その病原検察を行つたところ、患者血清及び尿から Lcptospira(以下Lept.)を分

離し、且患者血清に就て Scttffner,Mochtar反 應を費施したところLcpte canicolaに 封する抗体の存

在が確認され、又分離し得たLcpt。 12株はすべてLept.canicolaであると同定した結果、この流行の原

因がLcpte CaniC61aに よるものであるとの確信を得たので数にその疫學的並びに臨床的li醜察の成績を

11韮べる。

先づ疫學的事項に就いてみると、同村は筑紫山脈の―́系をなす雷山を背にし、その麓から軽度の傾

斜をもつて海に至る農耕地で、患者の変生地は主としてその山浩いの部分に属し、附近一帯は三とし

て水田で占められている。患者奎生営時の氣候は丁度梅雨期の最中で、連日の雨天と田植のため水田

は満々と水をたたえ、道はぬかり、道端の小川の水もあふれ、蒸し暑く、氣温は27～ 29° C、 水温23～

25°Cを示し、且農村は田植の最盛期を11邑ぎた直後であつたo同地では田植は殆ど素足でやり、私共が

調査に行つた時も大部分の人が足に数箇所り怪我をして居るのが見受けられた。患者嚢生状況は第

1日に示す様に6月 26日 に初嚢患者があり、次第に数を増して 7月 4日 に最高に達し、以後6日 までつづ

いて10、 11日 に各々一名あつて総数42名 に達して居る。この衰生状況を部落別に見ると、山間部に近

い部落が下手に営る部落よリー般に磯病日が早い傾向が見られる。年令は第 1表の様に最低12才から

最高63才迄にわたるが、所謂中年層が最も多く、又性別については男子28名 、女子14名で男女の比は

2封1であるが、之等はすべて田植に従事した人達ばかり、一般的な年令或は性別による感受性の差異

に言及することは出来ない。
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次に臨床的事項に就いて眺めて見ると、衰病前後の事情を明らかにし得た患者のみrついてみると
潜伏期は4～ 15日にわたり、大部分の者では突然悪寒を件つて嚢病し、高熱を示すものが多く、第2表
に示す様に経過中の最高体温が 10° C以上を示すものが42例中18例で 42・ 9%、 39°C以上の例もこれに

含め.る と81%に達している。有熱持績日数は確め得た85名 に就て見ると第3表の通 りであり、最短 3日

最長 11日 であるが、特に7日 間のものが最も多数を占めている。下熱後健康感を回復した時期に於て

もなほ全身倦怠、腕力感、心悸克進等を訴えていた。納じて症状の重い者及び高年の者は健康感の回

復に長い時日を要することがうかがわれる。
′ 症状に就ては第4表に示す様に、悪寒、嚢熱、高度の頭痛、全身倦怠、腰痛、筋痛、食思不振などの
全身症状が大多数の者に見られる。結膜充血も6109%に認められるが、一般に軽度であり、全然認め

られないものもある。肝腫張は約3分の 1に認めちれたが、多くは堅痛を件つているO淋巴腺睡張は主
として股腺、鼠漢腺に見られ、腋嵩腺に認められた者もある。膝蓋腱反射の減蒻又は浩失は注目され

るべき程でなく、又数例においてケルニツヒ氏症候、項部張直 、悪心、嘔吐などの膳膜刺戦症状、或
・
ひは更に意識涸濁し謄妄状を塁するものが認められた。責疸は軽度に1例に認められた。

臨床的検査事項としては自血球敷は種々の準度に増加し、好中球培多並に核左方推移を示す者が多

い。赤血球沈降11(聾度は中等度或は高度に促進 し、尿の蛋白、ウロビリノゲーンも陽性を示すものが大

多数に認められるが比較的軽度の者が多い。ビリルビンは黄疸を示 した1例のみに陽性であつた。

鶴衰症としての飛蚊症については未だ確定し得ないが嚢病後20日前後に於て 4,5日 間にわたり比較

哺句軽度ながら認められた者もある。合併症は殆ど認むべきものはなく、豫後も私共の調査 じ得た症例

は́すべて良好であつた。

病原的研究については後の機含に述べることとして、大正 3年格田教授等が貰疸出血性レプトスピ

ラ(以下黄出レ)を衰見されて以来、七日熱ン、秋疫ィA及び C型の臨床例の報告は枚拳にいとまが
″
ないが、大型ンの症例の報告は我図には未だない様である。私共は先年末本症例の散褒例を幾つか経

験し、本症について注意を排つていたが、たまたま本レ症の流行例に接する機含を得たのである。私

共は昭和26年面岡市内の野大について本ンの分布を検索し、458頭中約18%に陽性の成績を得ており
又すでに数例の臨床例を経験しており、それに此度の流行を考ぇてみる時、大型レ病は注意して観察

すれば全函各地で見出されるものではないかと思う。又従来所謂フイル氏病の不全型或は症候學的に

秋季レ病として、更には又不明熱性疾患 として感冒又は漿液性髄膜炎等としてかたづけられていたも

のの内には本症も相営敷含まれて居たのではないかと思れる。それで原因不明の急性熱性疾患 に遭遇

する時には一應本症をも念頭において検査する必要があると考えられる。叉ンの多債フクチン及び治
‐療血清の製造に際してはLcpt.canicolaも 加える必要があるものと考える。

九州大學警學部第一内科、(衛生部嘱託 )教授 操坦道、魔吉清一、勝田清一、外4名 )

第2表 最 高 体 温

年令 1～30才
最高体温 4()〇 ()|∠

例 敷5

第3表 嚢 熱 日 数

9 5
例 敷 1

～50才

女 6

3700≦≦ 3800≦≦ 3900≦≦

8 16

10 11

10 5 1
|

14
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第 1園 患 者 嚢 生 状 況
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12。 抗結核剤の抵抗性に関する研究

〔A〕 緒 論

我だは九大三内科及繭岡市近郊の療養所に入院せる患者の内、塗抹にて結核菌陽性なるも
の54名 に

就き、その喀痰を固形培地に注入しストンプト
マイシン(STM)、 パラアミノサルチル酸 (PAS)

チビオン (TBI)、 及ハイドラチツド (INH)の四種の抗結核齊lに封する抵抗性を検査する機含を

得たので此虎に報告する。1爾して、我々は抵抗性と、次の諸條件と
の関係に就いて、詳しく考察し検

索してみた。

① 血沈との関係
② 痰の量、性状との関係
③ 薬剤使用量との関係
④ 室洞との関係
⑤ 併用療法との関係

〔B〕 費 験 方 法

喀痰に約 2～3倍量の8%NaOH水を加へ、2CC注射筒で均等化するやう充分攪件し、室温に30分間|:

放置。その後、四種結核剤の各種濃度を含有せる小川培地に、001 CC宛流込んだ。 (流込み法 )

上記結核剤の濃度列は次の如 きである。
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〔C〕 費験成績及結果

① 血沈と抵抗性に就いて。
血沈2時間値を 50mm以下、50～ 100mm、 loomm以上の3段階に分類して、抵抗性との関係を見
るに、 100mm以上張く促進せるものが、必しも抵抗性であるとは云へないけれども、STM抵抗
性を有するものは、牛分以上が 100min以上促進してゐた。
_PAS、 TBI、 INHの場合は、雨者の間に於て著明なものは見られなかつた。        い

② 喀痰の量性状との関係
喀痰の色調、多寡、性状 (膿、粘、奨液性 )等の間に於ける明瞭は特長は無いやうである。
③ 使用量との関係
⑦ STM一使用量の増加と共に抵抗性は増加し60g使用例では83.3%は耐性度が表はれる。
塞洞のある患者では30g位の少量に於てすら既に高度耐性を示す事もある。

o PAS一 大略2000g内 服位から耐性の増加が見られるやうであるが、10r以 上のものは、見ら11
なかつた。

④ TBI-1日 量100-150mgで、大体4ケ 月頃から漸次増加。100r迄耐性のものは見られたが、
1000rの ものは嚢見出来なかつた。

o INH一使用例少量なるため、詳しい嚢表はひかえるが、之も 3～ 4ケ月頃から上昇し、最高
10rの ものを5例得た。

C)塞洞との関係
塞洞を有するもの程、早期に耐性の獲得が行はれる事は、今更述べるまでもない事である STM耐
性例に於ては、全例に左右何れかに必ず塞洞の存在を認めた。他の三種の結核剤に於ても、大部分

´が塞洞を有する症例であつた。

⑤ 併用療法の有無との関係
我 が々取扱つた患者の大部分が重篤にして長期間病沐生活を経瞼してゐるものであつた篤、完全な

併用療法のみと云ふのは極く少数で、多くは、革獨療法並に革獨と併用との合併であり、明確に併

用療法の有無をE別する事が困難であるが、純杯な併用療法のみの場合は、爾側に塞洞を有してお
りながら、省且、耐性の全然増加しなかつた例を4～ 5例経験しなら

九大警學部第三内科、佐伯清美、古賀行雄、中溝利幸、中山瑛
=、
衛研、西見保之、

13.細菌のオキシダーゼ反應に開する研究

細菌鑑別の一手段であるオキシダーゼ反應について、その定量的測定法を考察し、本法を用ひて、

オキシダーゼ反應陽性菌 (淋菌、コンラ菌、緑膿菌を使用 )に於ける本反應の抑制及び促進の諸培養

條件を、本反應の開興酵素である CytOChrOm"C=pXidaSC の細菌組織呼吸に於ける役割りより開聯

して、メチレン青還元能により表示される腕水素酵素機能及び菌の嚢育状態との開運性に於いて検討

じ次の結論を得た。

1)オキシダーゼ反應はメチレン青還元反應と共に菌活性の一表現として利用され得る。雨者は
定性的に干行関係にあ

「
る。     

こタ
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。 21)培養時間の経過に於けるオキシダーゼ反應の憂化は、菌の増殖進行期に於
いて昂進し嚢育静r

上期以後は急激に低下する。

、 3)培養温度によるオキシダーゼ反應の愛化は、一定の同
一培養時間後では各温度培養菌は、至

適培養温度より低温部で昂進 し、高温部では低下し
てゐる。

4)培地 PHのオキシダーゼ反應に及ぼす影響は、一定培養時間後至適PHで最も低く、それよ
'・
り酸性側及びアルカリ性側に向つて高くなり

V型になつてゐる6

5)培地中糖類の存在がォキシダーゼ反應に及ぼす影響は、糖の存在により菌の変育が促進され

る時はォキシダーゼ反應は培張し、嚢育が阻害される時は減蒻す
る。

6)培地中添加アミノ酸のオキシダーゼ反應に及ぼす影響は菌の後育状態にほぼ比例する。

7)培地中鐵霊鋼理はオキシダーゼ反應を促進する。

8)細菌嚢育促進物質は菌のオキシダーゼ反應を促進する。             /
。9)最も嚢育許容濃度のペニシリツが培地中にある時の

ペニ
`シ
リン非抵抗性菌株のオキシダーゼ

‐

反應は、嚢育の遅延を末す鶯t培養初期で一時的に封照
に比べ比較的昂進を来してゐる。

lo)ペ ニシリン抵抗性菌株のオキシダーゼ反應は、
ベニシリン非抵抗性原菌株に比し、嚢育遅延

の鶯一時的に比較的反應昂進を示すが賓質的には低下
してゐる。

(高橋克己、幅岡讐學含雑誌第 43巻第9号54頁 )

14.チフス菌及びコレラ菌の共生による勢異に関する研究

菌株の製異に関する報告は内外共に多数あ
れども細菌の共生による細菌の賛異に開する研究は少し

私は細菌の抵抗作用研究の鶯め各菌種を蒐集し費験中
アルミ貨幣より分離せる枯草菌の一種と認む

べき菌株とチフス菌及び軍ンラ菌を各ブイ
ヨンに共生培養じ隔

′
日に普通千板培地に移植しチフス菌及

びコンラ菌の衰育並に集落の状態を観察したるに移植毎
にチフス菌及びコンラ菌の集落数減少し集落‐

極度にR型 となりたり1面 して共生培養
9日 日に移植したるにチフス菌及びコンラ菌の集落は僅少とな

り共の形態、光澤、透明度及び粘調度は極度
に愛異し頴微鏡下にて観察するに集落顆粒租大にして集

落の表面精々凹凸を認め周邊不正、
一見小なる菊花を見るが如し。

而して此あ憂異せるチフス菌及び
コンラ菌の生物學的性状並に血清學的性状を詳細に研究せるた愛

異せる雨菌種は乳糖及び葡萄糖を分解し瓦斯を変
生し共の他共通せる生物學的性状を呈せり、血清學

的性状に於ては獲異せる雨菌種は本来の免疲血清
に封じ被凝集性を失ひ愛異菌に依る家兎免疫血清に

於てのみ被凝集性を有し且雨愛異菌種
の血清學的相互関係を検するに雨愛異種相互に共通せる被凝集

性を有したり、然して比の雨愛異菌種を月余
に亘り復露せじめたるに雨愛異菌種共本来の生物學的及

び血清學的性状に復し愛異菌に依る家兎免疫血清
に封しては被凝集性を沿失せり巳pち全然性状の異る

チフス菌及びコンラ菌が或る菌種の共生に依り生物學的及
び血清學的に共通せる菌株に愛異し復節せ

じむれば叉全然性状の異なる本来の性状を塁せる菌株
に復し、復節せしめなければ愛異したまま一菌、

株として長年保存せじめ得る興味ある成績を得た。

(中西恭生 獣讐畜産新報 NO。 92 NO。 93 NO。 96抄録 )

B, 見 疫 血 浩  學

1。

｀
梅毒血清反應検査成績

昭和26年 1～ 12月 中の検査件数は14,096例でその内雄婦6,004例
、一般8,092例である。陽性数は表

示の通りで、752例 (5.3%)、 その内詳は雄婦216例 (3.6%)、
一般532例 (6.6%)と なつてゐる6

検査方法は従来の牛心抗原使用の村田法、カーン法、チ ト
コール法プラウニング憂法を12月 中旬より`

「 カルデオライビン」抗原を使用す
る凝集法、カーン法及び緒方法 (フ 氏反應 )等に切替えて費施す
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る様になつた。

な昭和27年 lγ 12月 中の検査件数は
11,713例で、そのうち雄婦6,699例、一般 5,014例であり、陽性例

数は表示の通 りで、凝集法では1,395例 (11・ 9%)、 そのうち雄婦434例 (6・ 4%)、 一般 961例 (19・

1%)であり、緒方法 (フ 氏反應 )では985例 (8。 4%)で雄婦303例 (4。 5%)一般 682例 (13。 7%)

となつてゐる。筒朴田法及びカーン法 (カルデオライビン抗原使用 )も 一部比較の篤行つて居 り、ガ

ラス板法 (V.D.R.L法 )も 供試品を使用して一部費施してみた。    (而 田武夫、大塚悟 )

昭和26年梅毒血清反應検査成績         昭和27年梅毒血清反應検査成績

雄 婦 一 般 計

検査例歎 6.004
g.o9z i r+.096

I

陽性例敷 210 536 752

2.霊疹チフス補体結合反應検査成績

昭和26年 1～ 12月 中に行つた検査件数は25例でその内褒疹熱に陽性を
示したものが8例で嚢疹チフス

陽性のものは認めなかつた。

昭和27年 1～ 12月 中に費施した検査数は7例でそのぅち嚢疹熱に陽性を示したも
の3例で嚢疹チフス

は全例共陰性を示した。        (而 田武夫 太塚悟 )

3,日 本脳炎補体結合反應祷査成績

昭和26年 1～ 12月 中に費施した総件数は88例
でその内陽性12例であつた。筒梅毒血清反應陽性及び

抗補体作用張き鶯牛1定不明となつたもの5例、血清不足等
の篤検査不能となつたものが5例あつた。

昭和27年 1～ 12月 中に賓施した槍杏件数は139例でそのうち
63例が陽性であり被検血清の抗補体作用

等のために判定不明のもの4例を認めた。        (面 田武夫 大塚悟 )

4.ウ イグール、ワイルフエ リツタス反應検査成績

昭和26年に於いて費施したウイダール反應は147件で、うち640倍以上陽性
の成績を得たものは腸チ

フス菌6件、バラチフスA菌 1件、バラチフスB菌 5件であつた。
フィルフエ.リ ツクス反應の費施件数は

146件でOX 19菌に320倍以上陽性の成績を示したものは16件である。

昭和27年に於いて賓施したウイダー
ル反應は128件でうち640倍以上陽性の成績を示したものは腸チ

フス菌8件パラチフスA菌1件である。フイルフエリツク
ス反應の費施件敷は128件でうちOX 19菌に封

し320倍以上陽性を示したものは6件であつた。        (而 田武夫 濱本江 )

5.Cardi01lPinを 使用する梅毒血清反感

1951年末から私共は専ら CardiOlipin抗 原を使用して雄婦及
一般の血液及髄液の徴毒反應検査を

資施 してゐる。1951年末から52年 の春にかけ
ては村田その他の反應と凝集法及緒方法とを比較 しなが

ら検査を行つた。

①、凝集法、緒方法、村田法の陽性本は雄婦では大れ夫れ 4・
2、 3・ 7、 2・ 8と なつて居 リー般では

17.2、 17.6、 1007と なつて村田法にくらべて Card'Olipin抗 原使用の場合が陽性ながた
かい。

② 1952年一年間の雄婦及一般の血液検査成績は雄婦では凝集法604%、 緒方法
4。 5%、 一般では凝
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〔%)槍査例敷 陽 性 数

434
____1。 395

961
凝集法

緒方法

6.699
.__________11。 713

5。 014

6。 4

19。 1

4.5

13.7

G.634
_¨ _________.11

4.972

985
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一
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密
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集法1901%緒方法13。 7%と なつてゐる。

③ 雄婦で雄娠の初期、V～Ⅵ 月の中期及分娩後の三回にわたつて検査した結果凝集法又は緒方法
が翡陽性から分娩後陰性になつた例が3例あり、その他2例は雄娠初期は翡陽性、中期には陰性

の成績をしめした。この5例は梅毒の既餐1歴は明かでなく、又治療もうけてゐない。

③ 梅毒に起因する精所中病患者について一部観察を行つたが CardiOlipin を使用しない場合の梅
毒反應の成績が充分でないため結論的な事はいえないがこの場合も Cardiplipin抗 原の感度

の高い事が認められる。含 検々査した28例の患者は ParalySe 1 2、 Tabpalyscl Tabopa
ral ySe 2、 SChiZOphrCniC+LueS 2、 Catente Syph� S l、 の病名で25件あるが、 この内
血液の反應だけが陽性であつた 4例のうち2例は schiЮ phrcnie+Lues他 の2例はParalySeで

この後の二例の中一例は血清の村田反應は陰性になつてゐる。しかし之等の疾患の経過、治療

等との関係は更に病例をつみたいと思つてゐる。        (大 塚悟 )

表 1  姫婦に於ける陽性卒 表 2  -般 に於ける陽性卒

表 3「 ヵ」抗原使用例に於ける姫婦陽性内詳    表 4「 力」使用例に於ける一般陽性内辞

抗 原 槍査数 陽性数 陽性卒(%〕

牛  心 5745

1.449

204 3。 5

「 力 」

期  間

1951

槍 査 数 陽 性 敷 陽性率(%〕

凝 集 法 1。 440 61 4.2

緒 方 法 1.426 54 3.7

村 田 法 1.201 34 2。 8

表 5 雄婦に於ける各法の一致の貸際

抗  原 検査敷 陽性敷 陽
性率
%

1951 牛 心 7。 950 521

199

6。 5

1951～52 「 力 」 1.214 16.3

期  間

検 査 数 陽 性 数 陽性卒(%)

凝 集 法 1。214 210 17.2

緒 方 法 1。 134 199 17。 6

村 田 法 1。 1盤 123 lo,7
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□

氏     名
第 1回 第 2回

凝 緒 村

分 娩 後

凝 緒 村 凝 1緒 村
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4+ 2+ 3+ 4+

3+ 4+ 1+

萩| ○ サ○子 ::十 4+ 3+ 3+

常 0 サ0キ

橋  0 和  0

伊 0 み0子
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1+ 1+ 0+

木 O 夕O子
小 0 フ0エ
戸 0修 0
川 0 光 0

十
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十
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C、 寄  生  虫

1。 寄生虫検査成績

_昭 和26年1月 より12月迄の寄生虫検査依頼件数は1954件で、その依頼者の内諄は一般市民よりの依頼 ―
.42件 、診療機関よりの依頼23件 ,工場等よりの依頼(大部分は麦鍍の食品衛生関係者)1889件であつた。
・
総依頼件数1954件中、寄生虫卵陽性のもの1728件で、その内課は畑虫卵陽性のもの1014件(51.8%)
釣虫卵604件 (30。 9%)鞭虫卵、焼虫卵鳳0件 (5・ 6%)であつた。
昭和27年1月 より12月 li=に行つた寄生虫の検査件数は総計571件で、その内課は診療機関よりの依頼

62件 、一般市民よりの依頼64件 、各種国体よりの依頼445件であつた。

之等の検杏成績を虫卵別にみると畑虫卵陽性245件 (58。 0%)、 釣虫卵陽性147件 (3418%)、 そ
の他の虫卵陽性30件 (0。 07%)であつた。    (坂 本さつき、山本嘉人 )

2.駆虫薬効力判定試験 (簡易法 )成績
昭和26年に費施した畑虫駆除薬の効力牛1定試騎成績の要約は次の通 りである。,

総依頼件数は7件で何れも業者よりの依頼であつた。之等被検薬の主成分、 虫卵陰韓卒、副作用は
次表の通 りである。

生   成   分 副 作 用

臓 Oチ ○ コ o一 o

O 虫 下

ン
　

草

卜
＋
人

サ
　

海

０

０

一
　

リ

０

０

オ
　
リ

０

０

ム
　
マ

海   人   草

ア ス カ リ ド ー ル

入
O
り
コ 0-0
し

チ

ネ O卜 oル

サ ントニン

幅 0チ

30。 0%

′46.9

4晟。0・

33.8

50。 9

46.0

・  0 -

キ

十

向検査方法は厚生省の1回虫幅除薬簡易試験要領に準じて貰施した。 、

昭和力年に費施した検査件数は14件で 、その内課は次表の通 りである。

侍検査方法は厚生省の畑虫駆除葉簡易試験要領に準じて行つた。   (坂 本さつき、山本嘉人 )

t   成   分 供    品    虫 卵陰轄率 副作用 備  考

イ

セ

ネ

マ

エ
服

サ

ン

　

Ｌ
ド

　

ン

　

い
わ

メ ン ザ‐ ョ ”
　
　
ラオ  ソ ウ

タ

　

キ サ

虫 .チ  ヨ
ン ト ニ

ト

　

ト

　

一

一
　

リ

ン
　
レ
　
ゼ

コ
　
　
ン

16.3%

32.7

46。 3

09。 8

56.3

47。 4

50。 4

サ ン ト ア ス ロ ン

~|

|

64.8

草

卜
十
人

サ
　

海

サ ン ト ニ ン

+

品 名 虫 卵 陰 轄 率

カ ル パ ミ ン

-34-

十



夫々製造月
日の異ろ製
品である。

※ 釣虫卵陰轄率を示す

3.日本住血吸虫症の兎疫學的研究

日本佳血吸虫症の診断は糞便内の虫卵を證明する事にある。然し感染してから糞便内に卵が出て末

るには約 1ケ 月を要し、又慢性患者は常 虫々卵を證:明出来るとは限らない。治療した場合虫卵が陰性

になつた事が虫が死んだ事にはならない場合がある。佳血吸虫流行地帯の住民の検便は1年 1回でも現

在の保健所の陣容では困難である。これらの点を免疫學的研究により解決したいと考へて本研究を行

つて来たが 、ここにはこれまでの結果について報告する。

1.皮 内 反 應
ウサギ寄生日本佳血吸虫成虫をSOCa氏液 (食霊0。 5%、 重曹0。 5%、 石炭駿0.4%)に て抽出し、

1万倍稀澤液を抗元とし0。 05CCを皮内に注射し、15分後の嚢疹、丘疹の状態をみて牛1定した。宮の

′陣小學校では男子317名 中陽性254名 (80。 1%)女子319名 中157名 (49。 2%)で男子に高卒である事

は男子が溝:や水田に入り感染の機含が高い事を示すものと考へる。中學校では男子151名 中148名 (

98%)が陽性の成績を示し、全体では285名 中237名 (81.8%)が陽性であつた。濃厚涯浸地帯では

陽性卒高くSCrcCningteStに はならない。然し久留米市合川町の例では和泉11。 7%、 枝光23。 4%、 市

ノ上46。 2%と 宮入具の棲息状態にtヒ例して陽性者が増加し周li墨地EではSCreeningteStと して應用慣

値がある事が判明した。
メ
i卜迄の結果ではこれらの陽性者の約20%に虫卵を證明している。學校等で

は:1日 2000人の集国検診は容易で、陽性者の検便を賢施すれば能率的である。

2・ 類 唇 反 應
岡部はマンツン孤虫抗元が類唇反應を起す事を飢に報告したが、若しこれが 100%陽性ならば抗

元作製に経剤的と考へて試験したが、虫卵陽性者65名 中45名 (75。 3%)に陽性で費用的には用い得

ない事が牛1つた。

3.補 体 結 合 反 應
抗元として4000倍稀澤液を試用した。皮内反應陽性者32名 中日虫抗元陽性者16名 (50%)、 マン

ゾン孤虫抗元7名 (2109%)で虫卵陽性者では日虫抗元100%マ抗元では3名陽性であつた。治療成

績と本反應を比較してみたが、平行しないので治療牛」定には應用出来ない。

(衛研嘱託久留米大學讐學部寄生虫病學教室岡部浩洋、山口富雄 )(久留米讐學含雑誌、15巷3～ 4

号に一脅:衰表 以下績刊 )
4.最近の市販謳虫薬の効力試験について
絡戦後の寄生虫憫につれて市販駆虫薬も急激に増加し、篤にその選澤は極めて困難な状態になつて

きた。そこで之亀薬剤の選澤の一助にでもと考えて我々が昭和26年 に経験した9種の市販馬匠虫葉を主

成分によつて分類し、その各々の虫卵陰韓卒及副作用について纏めた結果を嚢表した。更に市販駆虫

薬の効力試験に際して應用する直接塗沐法が集卵法に比較して検出卒にどれだけの誤差をもつものか

を費験した。之によると畑虫卵では雨者間に検出卒の差を認めなかつたし、検杏標本枚数の増加する
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につれて検出卒の増加する比率も略 々同様であつた。釣虫卵では明らかに集卵法が優れていて、又釣 |:く

虫卵には必す集卵法を應用すべきことを感じた。

(最近の市販駆虫薬の効力試験について坂本サツキ、山本嘉人、九大讐學部第二内科開講記念講演
‐

含昭和26年11月 12日嚢表 )

5.鉤虫卵の培養について
鉤虫卵の検出に際しては非常に見落しが多い篤、種々の集卵法が考案、應用されているが私は之等

の集卵法と瓦培養法による釣虫の検出卒を比較検討して、次表の如き成績を得た。

表1  直接塗沫法t培養法の比較

直 接
塗 沫 培 養 例 数

瀞 出 虫 敷

最 少 最 多 平 均

針:虫 の種 類|

ジビニ ア メ リカ

十

+

17

10

1

21

1匹

1

:  80 16

1

6

9

17

10

0

0

表3  検査標本数電機出率の関係

瓦培養

86。 8

表4 培養日歎 t遊出虫数の関係

排出仔虫を認める迄の培養 E数

3   日 5   日

／

　

１

・

表2  各種検査法 t検出率の開係

釣 虫 の種類

十
　
一
　

一　
十
　
一

十
　
一
　

一
　

一　
＋

4例
1

2

3

4

検 査 方 法

瓦培養
例  敷

排 出 虫 数

最 少 最 多 ′li均 ゾ ビニ ア メリカ

十 十

十

27

10

5

4

0

十

7

1

80

12

17。 0

6.3

26

lC
(混合1
0

槍 査 方 法

機 査 標 本 敦

直 接 塗 沫
飽和 食 饉 水
浮  沸  法

ン
法
リ
ル

マ

テ

ル
　
一

ホ

エ

1枚 2

46陽  性  例  敷 31 37 55 5S 36

す る

2C.5 24.5 36.4

72。 3

38.4 23。 8 30。 4 4306

40。 7 48。 6 76。 3 47。 3 60。 5

遊 出 虫 数 例  撃 4   日

].～ 5匹

6 ～  10
11 ～  2C
21 ～  30
31匹 以 上
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以上の成績より(1)鉤虫の検出率は瓦培養法に於て最大である。 (2)検査標本敷は検杏法
の種類

によつて決定すべきである。 (3)滋出虫数の少いもの程 、培養日数を増加す
べきである。 (4)九州

.及面岡地方の鈎虫はヅビニ釣虫が大部分でぁ
つた。    (山 本嘉人 )

D衛 生 昆 虫

1.殺虫剤効力試験について

昭和26年の殺虫剤効力試験依頼件数は24件であつた。そ
の主成分による内詳は D.D.T8件 (油剤5

件、学L剤1件 、粉剤2件 )、 B.H eC3件 (油剤 、乳剤 、水和剤各
1件 )、 D.D.TeB.H.C合 剤1件 (油

剤 )、 オルトヂク籠"ルベンゾール系12件 (粉剤
2件 、乳剤10件 )で 、衛生行政機関よりの依頼は2件

、他は何れも業者よりの依頼であつた。

試験方法は蠅幼虫を被槍薬の稀澤したものに連績接燭
せしめ、時間的にその生死を判別する方法を

用いた。                                       
｀

比の結果、プ(の ことを認めた。 (1)D.D.T:は微量のビントリン 添加によりそ
の効力が増大す

る。叉D.D.T乳剤は油剤 、粉剤に比べて効力が大である。 (2)B・
H`COでは水和剤の作用が大であ

つた。 (3)DeDeT。・ B.H・ C・合齊|は革獨のD3D.T.や
B.H・ C・ より効力は大である。 (4)ク ロ"

ルベンゾール系の効力はD.D.T。 やBoH.C。に箕して劣るとは思はれな
かつた。

(坂本サツキ 山本嘉人 )
昭和27年の依頼件数22件。主成分による内詳は

D.D.T.製剤5件 (,L剤 4件 、水和剤1件 )BOH・ Ct

製剤10件 (乳剤3件 、油剤2件 、粉剤5件 )オ
ルトヂクロールベンゾ"ル系製剤5件 (乳剤5件 )その他

.2件 (乳剤1件 、粉剤1件 )で、之等は全て蠅幼虫に封する効力試験方法
により貴施したo

(坂本さつき 山本嘉人 )。
ノ

E 獣    疫

1。 昭和 27年獣疫 についての検査成績

昭和26年に於いては該営するものはなかつたが昭和
27年に於いては     が

狂大病の疑ひにして試験の結果陰性でぁつた。 豚 :大腸菌による敗血症と思はれた牌臓
より分離

し得た大腸菌はマうスを轟meOlに
て30時間前後にて斃す:1蜃力な菌株であつた。

(坂本さつき 中西恭生 )

2.編岡縣下の大におけるレプトスピラ症に就いて

昭和27年 9月以降祠岡縣下の大における「
レプ Iス ピラ」(以下「 ン」と略 )症について調査研究

中であるが現在迄に得た成
。績について簡単に報告する。

I。 賓 験 材 料

主として而岡市内及びその近郊で捕穫された野
大166頭の血液及び主要臆器である。     

｀｀

I.費 験 方 法

費験方法は血清學的反感としてヵ
ニコーラ「 レ」 LeptOSpira CaniCOla 及

び フィル 「 ン」

LeptOSpira iCtCrOhaemOrrhagiae(何 れも予研株 )と を用
ぃて、schuffnerr― IMOChtar の凝集

反應と最近北岡博士等により褒表された「
レ」補体結合反應 (米国陸軍軍讐學校法 )を責施す

る一方
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鶉陶

腎臓内の「 レ」保有の有無を暗硯野鏡検 し「
レ」を認めたものに就いては培養とモルモツ ト接種を行 '

い「
‐
レ」の分離分類を試みた。筒主要臓器 (肺、心、肝F、 腎、牌 )に就いては病理組織學的な検索を

企てた。

I・ 賓 験 成 績

① 血清學的反應成績
擬集反應 :術式は SChuffne r一 Mochtar に従つた。抗原は雨株共生菌を用いた。成績は第1表の
通 りで、カニコーラとフイルとの間には可成り類属反應がみられたが一方に張く反應するものが多く
中には雨株共同程度の成績を示すものも認められた。

補体結合反應 :術式等すべて北岡博士等のものに準じて行つた。筒抗原は「 レ」培養液を遠沈し、
0。 01%マ ーゾニン加生理食捜水に浮滋したものを用い、被検血清は10倍稀澤より倍数稀澤を行つた。

成績は第 2表の通 りで本反應に於ても雨株間の類馬反應がみられる様である。
凝集反應と補体結合反應との成績比較 :擬集慣と補結慣との間には平行関係がある様に思われるがi

凝集慣が低くて補結債が比較的高い例もあり又灘集債100000倍以上を示しながら補結債は10倍以下と
いふ例も2例認められた。

② 腎臓内の「 レ」保有と血清反應との関係
腎臓の暗就野鏡検で9例に「 ン」を認めたがその中 7例の血清はカニコーラ「 レ」に強度 (lolo00
倍以上 )に凝集され、2例は雨株共に低い慣を示 してゐる。此等の株分類の決定は現在検討中である
省腎内に「 ィ」を認めないものにおいても張度の凝集を示すものが相営認められてゐる。

③ 病理組織學的所見
今回は嚢表する迄に至つてゐない。

以上現在迄に得た成績について報告したが、性、年令、地E、 季節別による罹患卒等については今後

縣下各地の大多数例について調査の上報告する。       (大 塚悟 )

第1表 凝 集 反 應 成 績           第2表 補 体 結 合 反 落 成 績

11lC～1:300 計

l-
il=aF7

|

41 66 107
123

〔74%)
フ  イ  タレ 11 13

力 」「 ワ」
不

護 「 力」「 ワ」不明tは同程度の成績を示し
何れtも 日別し難きもの

≧ヽ く節結層爆 FII｀、 :ヘ 計

fi-3-7 91(31)

フ イ ル 11  /1)
104
(62%〕

「 カ 「 ワ

註 1)「 力」「 ワ」不明tは同程度の
。成績を示し何れtも 回別し難き

もの。
2)括孤内の数字は補結債 160倍 以
上を示した例敷

註、昭和27年 7月 、而岡縣糸島郡恰土村及び雷山村にレプ トスピロジスと思はれる集国褒生があレ
、営研究所及九大操内科研究室から現地に出張、患者の尿及血液についてンプ トスピラの分離をこと
ろみ九大操内科研究室で L,caniC01aの菌株を尿及血沈雨者から分離に成功された事は攪びにたえな
い。唯嚢生時の国の水温、 pH等 をはじめその他の疫學的調査は充分でなく、操内科で調査された
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分についてはいづれまとめた報告をされることと思■。私共の虎でも赤痢菌検索におわれてこの方面

の研究になかなか手をさくわけにゆかなかつたが、幸ひに大塚君が27年のはじめから大におけるレブ

トスピラの分布を調査する計書をたてて居て、9月 から着手することが出来た。而岡り1係内では私共の

わづかな調査によつても大における L,caniCOla の分布は全く予想以上にひろく、且濃厚な感染が

みとめられ、猫、豚等における罹患も決して稀でないと思はれる。操内科でもこの方面の研究に手を

そめて居られるので、協力して縣内の疫學的の調査を行ふ方針である。・   (小 野蘇牧 )

3.Brucella菌属のテル…ル酸加里及び亜セレン酸に勤する生長に及ぼす

影響並びに各菌種の還元力の比較に就いて

BruCeHa 菌に原因する家畜の偉染性流産は廣く世界各国に1嚢生しある事は周知の如しゞ欧洲諸國

に於て其の嚢生必ずしも多数ならすと雖も我國と比ならず、依て本菌に開する研究報告又欧洲に多く

我國には之に開する研究報告は些 寂々真の感あり。

BttCella 菌は共の形態學的にも生化學的性状にても全く同一にしてE別する事は甚だ困難なり。

私はテルげル酸加里を普通ブイ.ヨ ン或は糖加ブイヨンに0。 05～ 0。 000125%又亜セジン酸をQ.5～ 0,

001%の濃度に加へ共の菌の嚢育並びに還元状態から是等の菌種をE別せんと賀験し些々結果を得た

ので鼓に報告する。

使用菌株は偉研及び家畜衛生試験場より分譲されたBr Bang 4菌 株Br melite“ iS 5菌株Br SuiS3菌

株なり

試験の結果を総括すれば ①私の本試験に於ては BruCeHa菌の嚢育にラクトベプトンが最も適営

であつた ② 培養基水素イオン濃度は
'P・ H6。 6附近が最も良く BruCCHa 菌の嚢育状態良好であ

つたが P.H5。 b及び P.H8。 4附近が最も嚢育状態不良であつた ③ テルール酸加里ブイヨンより

BFuCella菌種の嚢育状態及び還元力の比較により Br.melitonSiSと Br.Bang及び Bro SuiSと をE

別し得 ④ 糖類加テルール酸加ブイヨンに於ける BruCCHa菌種の変育綸々良好であるが還元力に

は大差を認めなかつた。⑤ 亜セレン酸加ブイヨンによる BruCeHa菌種の嚢育状態は 翫uCella菌

種一様に良好であるが還元力に於ては Br・banき 菌株共通に張き還元力を示し BL melitenSiSは E々

にてli:登元しても微易易にして prO SuiSは 11強度に易易く此の還元力の差異に依り B「.Bang菌種と Br・

mClitCuSiS及び BreSuiS菌種とのE別 し得 ⑥ 糖類加亜センン酸加ブイヨンに依りBruCeHa菌 種の嚢

育状態及び還元力を比較せるに BruCella菌種一様に嚢育阻上され嚢育甚だ不良にして且乳糖及び葡

萄糖自体亜センン酸を還元する鶯め菌により還元力の比較試験は不可能であつた。

(中西恭生、獣讐畜産新報 NO。 88 NO.89抄録 )

F食 品 衛 生

1.食品衛生検査成績

(a)化 學 試 験

昭和26年における絶検杏件数は97件であり、その中細菌検査を件うものが若干含まれている。、その

内詳に就いては別表の通 りであるが、適否の判定を必要としたものに就いてその概略を説明すると次

の通 りである。

(1)米 軍排下食糧に就いて
,-39-
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かが、びん詰、袋入等 15種の食糧19434個 を在庫現場にて外観検査を行い、これを種別及び状況より
16種に分ち、各種に就いて試験した結果、不適食糧2種 (297)は何れもアンモニア及細菌数多数のた
め、腐敗に近いものと認めて牛1定したものである。

(2)人 造パターに就いて
腐敗臭及び酸度より不適とした。

(3)氷 菓子、アイスボンボン及びその包装ゴムの異物混入の有無に就いて

行政上の指示により行つたもので包装ゴムに起因すると思われる麦酸カルシウムの混入を認めた。

岱食中毒に就いては本年は化學的判定のついたものはなかつた。 (中村俊夫 太田 壽 )
昭和27年に於る総件数は118件で、 その内詳に就ては別表の通 りである。うち衛生適否を目的とす
る試験は58件で29件を不適とした。但し之たは細菌試瞼の結果を件ふものが殆どである。以下更に不
適理由及び中毒物試験に就て略言:発する。

(1)清 凍、保存雨 |::た料及びアルコール飲料に就て。
.爾飲料に就ては沈澱物、内墜の不足、及び細菌試験等の結果より不適とした。アルコール訳料に就
てはメタノール含有量の過多のため不適とした。

(2)砂 糖 に 就 て

輸入中海水の浸水による検体で汚染度 (食塾量 )及び細菌数多数のため不適とした。

(3)中 毒物試験について。                            .

(イ )縣 下業家庭に於て食事後七名の下痢、嘔吐患者を出した事件が起り、飯、嘔吐物、鯖缶
詰等を検体として試験した結果、飯、嘔吐物より砒素を検出、更に用ひた生米残品を容器中より試
験した結果その表面に近い部分で砒素を検出た。

(口 )縣 下某友坑に於て、砂糖を牛乳に入れ飲用し、数名の中毒、及び死亡者を出し、(こ の
事件に就ては届出無し)更に同容器中の砂糖を用ひ再び中毒した事件が起り、試験の結果之も容器
中止居部ょり比較的多量の砒素を検出した。.   (中 村俊夫 太田 壽 )
(b)細 菌 検 杏
26年食品槍査成績

呵・  ,し、

た。

検数19件中、飲用適と認めたもの16件大腸菌陽性不適は3件細菌数多数不適は2件であつ

食中毒、 検数3件中検査の結果病原菌を認めなかつたもの
`件
病原菌を認めたもの1件であつた。

豆 腐、 検数14件中、大腸菌と認めたもの3件細菌数多数のもの11件であつた。
豆腐漬水検数14件中大腸菌を認めたもの7件細菌数多数のもの7件であつた。
豆腐濾過布検数9件中大腸菌を認めたもの3件、細菌数多数のもの6件であつた。
アイスキヤンデー ● 栓・::費 386件中不適なるものは314件にして其の「ラ勺大腸菌陽性180件 (46.5%)
細菌多数不適134件 (347%)適 は僅か62件 (16%)であつた。
27年 食 品 検 査 成 績

-40- :



牛 乳 ・  検数26件中不適乳と認めたもの23件適乳と認めたもの3件であつた。
不適牛,L中には澱紛汁混入、生字L及び亜硝酸検出せるものもあつた。

9月門司港より鳥栖騨間の各膠構内立賣牛乳の衛生状態試験成績

検 、 敦 12件

11件

大腸菌陽性 細 菌 多 数 生   筑 亜備酸検出

不適件敷

内   課 6件 9件 9件 1件 1件

54。o% 81。9% gL.g% r 9% 9 夕

`

缶 詰 ・  2件中1件は芽胞菌を認めた。
清凍豊欠料水F検数24件中細菌の混入を認めなかつたもの6件であつた。

食中毒 ・  検数4件中不明2件、他の2件はパラコリ及び黄色葡萄状球菌を検出した。
母乳による食中毒                                  _ヽ

24年 1月第二子自宅にて分娩生後3日 目に哺乳せ じめたるに2～ 3時間にして吐乳し機嫌甚だ悪るく毎

日繰返す内生後8日 日に他界せりと 26年 2月第二子自宅にて分娩せるも第1子と同様なる症状にして生

後19日 日に他界せりと第3子は病院にて出産哺乳せじめたるに第1子 第2子と同様なる症状を呈するた

め病院より母乳の検査依頼あり依つて無菌的に左右乳房より学Lを採取し
'|;金
査した結果左右雨

'Lに

病原

性質色葡萄状球菌が多数純 1率に混在して居る事を認めた其の混入状態は左乳lCC中 110000右乳lCC中 5.

600であり

'L兄

は所請葡萄球菌による食中毒であつた街産婦は未だ讐つて乳房に疼痛或は乳房の疾患

の既往はないと。

アイスキヤンデー ● 検体74件中不適は56件 (75・ 6%)に して共の内大腸菌陽性41件 (o5。 4%)細
菌多数不適15件 (20.2%)適は僅に18件 (24.3%)であつた。

(C)製 品 槍 査 成 績

昭和26年は前年に比較して、中請件数は相営減少した。自「ち検査を申請した工場は56で、前年と殆

んど焚化はないが、申請件数は1407件で、約900件の減少を示している。

申請件数の中大部分は甘味料である。 業者の中には、年間の申請件数が僅か4.5件に過ぎない零細
な業者も多いので、製造に封する研究、経験が足らず、従つて外期、形状、崩壊度等粗悪なものも少

くなかつた。膨脹剤は殆んどすべて重曹軍味の製品であつた。    (中 村俊夫 中村幸男 )

昭和27年 の製品検査中請数量は前年に比し相常大幅な増加を示した。それは猫製品販賣路に開拓の ｀

余地あることともに取締の強化、業者の自覺により製品検査行政が漸 く軌道にのつた事を示している

製品中に有害物を検出したものはない、亦錠剤の外観、形状、崩壊皮毎次第に改良された。

(中村俊夫 中村幸男 )

2.水 質 検 査 成 績

(a♪ 化 學 試 験

昭和26年 1月 ～12月 に於ける水質試験の中で飲料水としての水質試験は994件で共の中飲料不適と制

定されるものが285件であつた。又、飲料水以外の水質試瞼は26件であつた。 (中村俊夫 秋山高 )
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① 水 質 試 験

井   水
水 道 水

② 水 質 試 験

炭 水
イラー用水

―リング水

(飲料水 )

総件数

910

84

(飲料水以外のもの )

不適件数

259

26

10井  戸 水

2.坑 内 水 の 化 學 分 析
30ボ ー リ ン グ 水Iの 化 學 分 析
4.鑽 泉 の 療 養 適 否 試 験
5。 蒸 溜 水 の 化 學 分 析

′
|

昭和27年に於ける水質化學試験はマ般飲料水が477件、 (不適と判定されるもの186件 )で一般の

飲料水以外のもの27件である。本縣に於いて保健所設備の向上と共に受付件数は漸減している。夫

々の月別の件数、種類は次表の通りである。         (中 村俊夫 秋山高 )

★ 水 質 化 學 試 験 (飲料水)    27年 1月 -12月

1月
12月

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

絡 件 敷 58 ?,4: I ,n 431都 zLlrrl,rlurlru 17 15

不 適 件 敷 1201 91211 9
|

15 13

“

20 14 10 8

★ 水 質 化 學 試 験

サ
ヽ
I

ヽ

10-般 化學分析
2.酒造用水
3.ボ イラー用水

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

水

内 水
池

坑
　
洗

ボ
　
ボ

ー

２

３

４

５

(飲料水以外のもの〕

6ヽ 温泉小分析
7 温泉中分析
8井 水
9 工場排水

27年 1月 -12月

(b)細 菌 試 瞼

昭和26年水の細菌學的槍査成績

市内栓検数430件中適358件 (82%)大腸菌陽性不適60件 (14%)細菌多数不適17件 (4%)であつ
た。

簡易水道検敷449件中適273件 (61%)大腸菌陽性不適138件 (31%)細菌多数不適38件 (8%)であ
つた。

井水検数1。 039件中適661件 (63%)大腸菌陽性不適314件 (30%)細菌数多数不適54件 (5%)であ
つた。

昭和27年水の細菌學的検査成績

市内栓検数473件中適349件 (73.78%)大腸菌陽性不適98件 (2007%)細菌多数不適26件 (5.5%)
であつた。

簡易水道検数265件 中適202件 (72.4%)大腸菌陽性不適51件 (19,2%)細菌多数不適12件 (4.5%
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)で あつた。

井水検数322件中適140件 (43。 4%)大腸菌陽性不適175件 (54。
3%)細菌数多数不適7件 (2・ 2%)

でぁった。            (坂 本さつき  中西恭生 )

3。 葡萄状球菌による蒲諄 中毒に就い
て

葡萄状球菌は魔く自然界に存在する周知
の細菌なるも共の中には人類に封し疾病を惹起する病原性

のものと然らぎる非病原性のものがある。  ヽ

昭和26年 10月面岡縣宗像郡に於て蒲鉾により
49名 の食中毒患者を出し嘔吐下痢を主徴とし

24時間以

内に全患者恢復せり、私は食べ残り
の生蒲鉾及び販賣元の蒲鉾の中心部を,L剤となし培養試験

せるに

多数の白色及び黄色葡萄状球菌を検出した。

病原性葡萄状球菌の生物學的性状に開し
て諸學者の識は色々ではあるが共れを総括し

てみるに病原

性葡萄状球菌の特徴は血漿凝固反應陽性
マンニツト分解陽性且つ溶血作用陽性であることは略

~致 し

て居る。

私は分離した白色及び黄色葡萄状球菌
の生物學的性状並に腸炎毒に就て費験した結果白

色黄色共に

血漿凝固反應陽性、マン
ニツト分解陽性なれども溶血作用は陰性であ

つたが毒素をマゥスの腹膝内に

ふ 2CC宛注射するとマウスは嘔吐、下痢等
の中毒症状を塁した。

(中西恭生  獣讐畜産新報 No79 抄録)

G環 境 衛 生

1.環 境 衛 生 調 査

昭和26年 (1月 ～12月 )に於ける環境衛生関係
の調査は次の通 りである。

上水道に関するもの

簡易7]K道の調査

簡易水道源水中の毒物検査

水質汚濁に開するもの

飲料水の汚染調査

農作物に封する影響

水産物に封するもの

共の他の工場療水

下 水 検 査
屠殺場療水

水槽便所放流水

室氣の汚染に開するもの

北九州工業地帯及び筑豊麦坑地方の基氣汚染
の問題に就いて調査中である。

筑豊地方の豆友工場より排出する媒煙に
よる室氣汚妊 問題については 昭和26年 11月 より昭和

2

7年 3月 にかけて4回現地調査を行つた結果一應の成果を得た。    (中 村俊夫  秋山 高
)

:環:導 衛 生 試 瞼 (27年 1月
ん12月 )

I公 衆 浴 場 調 査
I 坑内汚濁水水質試験 .

2件
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H 屠殺場排水調査
Ш 水槽便所浄化漕謂査 ‐

T ォムス式汚水虎理槽調査

昭和27年に於ける環境衛生調査は市内公衆浴場検奄、屠殺場排水
、坑内汚濁水の水質試験、水漕便

所浄化稽調査を行つた。種類別件数は別表の通 り
である。現在調査中のものとして縣内に諸種の工場

があるので公害の変生する機含も多い詳である。    (中 村俊夫  秋h 高 )

別 表 (環境衛生検査 )

(1)上 水道の衛生に開するもの      7 件

(2)水 質汚濁に開するもの .      5 件

(3)下 水 検 査      2件
(4)2i菫氣の汚染に開するもの       別項記載

2。 薦岡市内公衆浴場の調査

昭和27年 4月縣衛生部の要請により面岡、博多雨保健所
の協力にょり市内公衆浴場5ケ所について浴

場水の調査を行つた。共の概11各を記載する。測定項目とし
ては昭和25年に行つた調査結果を参考にし

て浴温、透硯魔 (洞澤式汚濁魔計を一部併用比較した )、
アンモニヤを選んだ。

.  ク社   寺囚
凸・  1「    ,口 旺                                      ~'

本縣の規則によると40°C以上を保持されねばならぬ事
になつているが則定例30例 中42°C以下5例

、40～ 41°Cの もの僅か1例で何れも甚だしく汚濁され
ている例が見られる。費際問題として40～ 42°

C位の浴温に於いては換水は余 り行はれぬものと考
へられる。

b。 透 説 度

午後10時の閉場前に於いて5例中15～ 20度 のもの3例、
20～30度のもの1例6度 を示すもの 1例があ

・

つた。

c.ア t/モ ニ ヤ              
｀`

見かけの汚濁度合 (透硯度 )入浴人員の増加と共に浴水中
のアンモニヤは増加する事が見られる

塩素イオンが増加しない事と比べて興味ある事
である。

d・ 浴場水の汚濁度の基準について

浴場水の浴温は420C以上を保つ事が望ましく汚濁の度合に開し
ては透就度計、洞澤式汚濁度計共

に15度程度を汚濁の基準として浴場水の衛生學的管理を指導すれば費際問題とし
て良好に管理され

ると推定される。        (中 村俊夫  秋山 高 )

3.粛驀岡縣 :こ於ける公害調査

(共 ノー )筑豊地方の豆友加工工場より排出する媒煙 (ガ
ス)に よる基氣汚染について

筑豊地方に於いて石麦を原料としてそれを豆友
に虎理加工する工場が多数あるが、共の製造方法が

石友の紛末を成形し後に之を殆んど野天燒に等し
い状態で燃燒加工するために該工場より排出する煙

により附近の基氣が汚染され附近住民の健康上の問題と開聯し、看過し得な
いものがある。之れにつ

-44-
ゝ

件

件

鷲

１

　

５

　

４

|■|■|

ト
ト
ー
ー
Ｌ



●て吾々は昭和26年 11月 より27年 3月にかけて現地の調査を行つた。飯塚市の某ェ場の場合附近約800戸が多少とも煙害を受け、費測の結果によ.る と工場の操業の関係で午後8時 頃よリガスが嚢生し始め約12時間に及び附近に1滞留している事が認められる。C02の濃度で工場よりloomの点で最高0・ 148%、 125mの点で最高0.lo%で ある。山田町、宮田町tに於いても豆炭工場附近の基氣汚染の状況を調査し、C02を指標としてガスの分布を推測した。S02につぃては飯塚市の場合最盛時工場より風下約200mの点に於いて2・ 4p`po m 0250mに 於いて2・ 8p・ p・ m、 山田町に於いては約30mの点に於いて9.56popOmを 検出し、coは各工場とも工場内に於いては0・ 01%内外を検出した勇ヨエ場外に於いては検出しなかつた。次にC02を指標としてガスの風下`に於ける分散状況も測定 した。各ェ場ともェ場内に於いては0016～ 0・ 18%を検出したが風下約 500mに於いては0。 05%程度にな°る、工場の風上、及び直接煙害のない地域で之の地方の基氣中のC02の濃度が0305%内外であるので之の程度の亘離になると貴際の煙害は認められぬものと考へられる。(本調査につぃては昭和27年 8月札幌市に於ける第七回日本公衆衛生學含に於いて日演 Lた8)(中村俊夫  秋山 高 ダ、
・
古費孝輔 )

H'讐 薬 品 検 査 成 績l.昭和 26年の警薬品検査について
依頼によって試験を行つたものは本年 6月 30日 に覺醒剤取締法が公布せられこの日から起算して30日 を経過した日から施行せら≠Lたので従つて検察鷹又は地方裁判所よりの鑑定依頼が駆倒的に多く覺醸剤と鑑定せるもの

“

件、覺醒剤不含と鑑定せるもの4件、計64件でぁった。次に業務課から生産指導に基づく依頼試験としてアスピリン5件、クレゾール石鹸液3件、ォキシドール2件、ガーゼ4件ブ ドウ糖注射液6件 1ヽ7省毒用アルコール1件、この中不適はアスピリン2件、タレゾール石
・
1'I余液1件、ガーゼ2件、ブドゥ糖注射液2件、 沿毒用アルコ_ル 1件であつて発事法に基づく牧去品の依頼試験としてサントニン製剤2件″ビタミンBI錠8件、この中不適はサントニン製剤2件、ビタミン BI錠3件でぁつた。 其の他椀開よりの密輸入品サルファダィデジン錠の讐薬品適否試験 5件 この中不適は1件でぁつた。

2.昭和 27年の讐薬品検査について
牧去によつて試験を行つたものは、アルコ_ル類 (アルコール9、 浩毒用アルコール16、 純アルコール1)26件、腕脂綿 17件、クレゾール石鹸液 1件、塾酸エフエドリン錠 1件、衛生家庭綿 5件計50件であり、之の中不適のものは、ァルコール類19件、腕脂綿 4件、クレゾール石鹸液 1件、搬酸エフエドリン錠I件、衛生家庭綿I件、計26件である。
依頼により試験を行つたものは、クレオソ_卜油1件ヽサツカリン4件、DDT製剤12件  ヽ フエナセチン2件ヽ覺醸剤2件計21件であり、之の中不適は、クレオブ_卜油1件ヽサツカリン1件でぁった。その他生産指導上行つた 試験に、クレゾ_ル石鹸液、サントニン製剤、腕脂綿、DDT製剤、葡萄構注射液等の35件があつた°        (中 村俊夫  森 彬 )

V 製    造
|・ ツベルタ リン稀繹液の製造
ツベルクリン稀澤液の製造はその後も事業を稚績してゐる其の間製造が基準の改正を見、昭和27年2月 5ロ ツト約40万人分が検定に合格、同年2月 12ロ ツト約65万人分を図家絵定に提出中である。岱ツベルクリン稀澤液の製造に開する研究事項として、動物試齢と人体試験との関係ヽ牛」定法、力
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債保有期間等に就いて日下賓験を行つてゐるので適営の機合に報告する予定
である。

(雨用武夫、 武原雄千 )     .

Ⅵ  講    習

1.水質検査及び食品検査講習會
昭和26年 5月縣下各保健所の検査技術員を封象として営研究所に於

いて5日 間に渉り、細菌學的並び
｀

に化學的水質検査講

“

含と開催した。 ′

2.保健所技術員の水の細菌學的検査講習

昭和27年 3月縣下各保健所の検査技術員を封象とし5日 間に渉り細菌學的及び化學的検
査講者含を催

した
°

3.保安隊衛生官の水及び食品の細菌學的検査講習

昭和27年 7月保安隊第四管三九州各除主任衛生官18名 に封し6日間に渉り水及び食品
の細菌學的検杏

講管含を催したO

4.保健所讐師職員講習
昭和27年5月 26日 より約2週間に渉り、給費生出身讐師職員につき営研究所の各種業務

につき講義責

奮を行つた。

5.梅毒血清反應講習
昭和27年7月 21日 より8月 13日 に至る迄縣下の主要保健′

ヨ好15歯所性病病院 3箇所の技術員を封象とし

て「 カルデオライビン」抗原使用の梅毒血清反應
の内主として凝集法緒方法、カーン法に就いて講管

~

含を開催した。

Ⅵl  文    献      ヽ
.

1)肺 放線状菌症の1例。 (含 )小野蘇牧。二宮克己共の他。 第35回九大駿學部第3内科開講記念

講演含。昭和26年 10月

2)最 近の市販駆虫薬の集国駆除成績に就いて。 (含 )。 山本嘉入。第35回九大讐學5吉:1己第3内科開

講記念講演含。昭和26年 10月

3)今 夏の赤痢流行に於ける私共の知見。 (含 )。 小野蘇牧。雨田武夫。坂本さつき。 二宮克己

その他。第35回九大警學部第3内科開講記念講演含。昭和26年 10月。

4・)ヂ フテリア毒素産生用菌株の保存培地に就いて。 (含 )。 山本嘉入。二宮克己。第6回日本公

衆衛生學含。昭和26年 11月。

5)市 販殺虫剤の効力に就いて。 (含 )。 山本嘉人。第1回衛生動物含九州地方含。昭和26年 11月

6)細 菌のオキシダーゼ反應に関する研究。 (含 )。 二宮克己。第4回日本細菌學界九州地方含。

昭和26年 11月

7)ヂ フテリア毒素産生に開する研究。 (含 )。 山本嘉入。第4回 日本細菌學含九州地方曾。昭和
26年 11月。

8)ActinomyCeSの 1分離例。(含
・
)。 小野蘇牧ご二官克己。第4回日本細菌學含九州地方含。 昭

和26年 11月。

9)葡 萄状球菌による蒲鉾中毒に就いて。中西恭生。獣讐蓄産新報。第79号。昭和27年 1月 。
ヽlo)宮 入員の一新調査法。岡部浩洋。澁江浩。久留米讐學含雑誌。第15容第 1～ 2号。 昭和27年 2‐
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月。

11)原奎生肺放線状菌症の1例。小野蘇牧。二宮克己。其の他。而岡讐學雑誌。第43巷。第3号。昭和27年 3月。

12)日本佳血吸虫の発)l奎學的研究。岡部浩洋。山田富雄。久留米讐學含雑誌。第15巷。第3～ 4号。昭和27年 3月。
13)赤痢保菌者についての2・ 3の考察。 (含 )操坦道。木村光雄。雨田武夫。その他。 第26回日本体染病學含。昭和27年 4月。
14)赤痢抵抗性と臨床経過につぃて。 (含 )操担道。木村光雄。面田武夫。共の他。第26回日本偉染病學含。昭和27年 4月
15)Cardi01ipin抗

原を使用する梅葦反應、特にCardi° lipin~CytOChOl反
應び妊産婦血液 1′て於ける非特異反應に就いて。 (含 )小野蘇牧。雨田武夫。大塚悟。第25回日本細菌學含。シンポヂアム梅毒追加。昭和27年 4月

16)テ ルール酸加里及び亜ゼレン酸のBrucclla菌属の生長に及ぼす影響並びに各菌種の還元力の比較にっぃて。 (含 )中西恭生。公衆衛生研究含。昭和27年 5月。17)細菌のォキシダ_ゼ反應に開する研究。 (含 )。 高橋克己。公衆衛生研究嚢表含。昭和27年5月                     
、18)結核菌の抗結核剤に封する抵抗に開する研究。 (予報 )。 (含 )。 貝田勝美o小野蘇牧。共

の他。公衆衛生研究変表含。昭和27年 5月。
.'讐 19)生 体内に於けるアミンの形成とその運命。 (含 )秋山高。公衆衛生研究嚢表含。 昭和27年 5月。

20)日本仕血吸虫の予防に開する研究o(含 )岡部浩洋。公衆衛生研究嚢表含。昭和27年5月。21)保 菌者と菌型。 (含 )小野蘇牧。公衆衛生研究嚢表含。シンポジウム赤痢につぃて。昭和27年5月。

22)炭鑽の赤痢の爆嚢的水系流行に於ける菌検索成績について。 (含 )肩田武夫。公衆衛生研究衰表含。昭和27年 5月。

J23)而 岡縣に於ける公害の調査。 (その一 )。 (含 )猿田南海雄。秋山高。古賀孝輔。公衆衛生研究嚢表含。昭和27年 5月。
24)

5月。

25)

7年5月°

26)

27)

5月

市販殺虫剤の効力につぃて。 (含 )坂 本さつき。山本嘉人。公衆衛生研究褒:表含。昭和27年
Cardi01ipin抗原による梅毒反應。 (示識 )而田武夫。大塚悟。公衆衛生研究嚢表含。 昭和2

淋菌の培養にっぃて。 (示説 )。 薦田武夫。高橋克己。公衆衛生研究嚢表含。昭和27年 5月鈎虫卵の培養につぃて。 (示誘 )。 坂本さつき。山本嘉人。公衆衛生研究嚢表含。昭和27年
28)テ ルール酸加里及び亜セレン酸の BruccHa菌馬の生長に及ぼす影響、 並びに各菌種の還元力の比較につぃて、中西恭生。獣讐蓄産新報。第88境。第89枕。昭和26年 6月29)赤 痢菌検索と新分類型式につぃて。 (含 )小野蘇牧。日本衛生検査技術者協含肩岡支含結成総含。昭和27年 6月

3o)赤痢保菌者とその排菌状況。小野蘇牧。臨床と研究。第29巷。第7琥。昭和27年 7月。   .
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・
131)ヂ フテリア毒素 I種生に開する研究。山本嘉人P幅

岡讐學雑誌。第43巷。 第8琥。 昭和
27年 8

、 32 )チ フス菌及びコンラ菌の共生tFよ る鍵異
に開する研究。中西恭生。

獣讐畜産新報。第
92琥93

77年 8月 。第96抗。ffifin 27+1tr E "椀。昭和

33) 市冨岡縣に於ける人のブ
ルセラ症。第1報。 農村及び都含在住

者血清の凝集反應並
に補体結合

■
■
■
■
■

反應。大塚悟。中西恭生。公衆
衛生。第1 第2境。昭和27年 8月 。

に於ける公害の調査 (そ
の一 )筑豊地方の豆友加工工場

より排出する煤煙 (ガ
ス)唯

っぃて。 (含 )。 秋山高。古賀孝輔。
第7回日本公衆衛生學含。昭

和27年 8月 。

細菌のォキシダ
_ゼ反應に関する研究。高橋克巳。而

岡讐學雑誌。第43雀。第
9猟。 昭和 27

鉤虫卵の検査方法とその検出
変に就いてo(含 )。 山本嘉入。第52回九州讐

師含學含。昭和

27年 10月。

37)ン プトスピラの生物學的性状に開する研究。第
1報 ,血清及び肝浸出液の榮養素とし

ての意義

(含 )3小野蘇牧。草野祓。武原雄千。
第5回細菌學含九州地方含。

昭和27年9月 。

38)赤痢保菌稔索による赤痢菌の排菌状況に開す
る研究。 (含 )。 小野蘇牧。藤田武夫

。坂本さ

つき。高橋克巳。 第5回日本細菌學含九州地
方含。昭和27年9月。

ヽ 39)°最近の駆虫薬の効力と使用法。小野
蘇牧。山本嘉入。…臨床と

研究。昭和27年 12月 号掲載豫定
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業 務 内 容
コレラ菌、腸チフス菌、赤痢菌等の腸内菌博染病原体の培養検奄

ウイダール反應及びフイルフェリツクス反應等の血清反應検査

結核菌、淋菌髄膜炎菌溶連菌等の:L番養検査

沿毒殺菌薬の効力試験

ウイールス、リケツチア等の検査

rh  /

雌 1 梅毒血清反應検査

塞 t日本`]:li炎嚢疹チフス等の補体結合反應

食検 f
品  |
糸円   ヽ
菌査
t

寄生虫原虫衛生昆虫の検査

謳虫薬殺虫薬の効力試験

衛生動物に開する検査、研究

牛乳及乳製品の機杢

水道水井水環境衛生に開する細菌検李

鮮魚食肉及びその製品の細菌検査

獣疫検査

酒精含有飲料清涼飲料水甘味料調味料

瓶缶詰類、食品玩具油脂膨脹剤着色料小芥紛及澱紛其の他の化學試験検査

食品衛生法第14條に於ける製品検査

井水、水道水、工業用水の水質化學試験

工場、友坑排水による附近井水の汚染検査

改良便所、下水虎理に開する検査

室氣塵埃照度等の検査

讐薬品劇岸物、化粧品等の検査

化

學

槍

査




